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松山市長師
（姫ヶ浜海水浴場他）

9.19㈯
テレビ愛媛にて
放送予定!!
16：30〜17：00■主 催／松山市・松山市教育委員会・トライアスロン中島大会実行委員会

■共 催／愛媛新聞社・南海放送・テレビ愛媛・愛媛CATV・中島商工会
■競技主管／愛媛県トライアスロン協会
■後　援／�愛媛県、愛媛県教育委員会、松山市議会、愛媛県離島振興協議会、中島地区まちづくり協議会、まつやま里島ツーリズム連絡協議会、

NHK松山放送局、あいテレビ、（公社）トライアスロンジャパン、（公財）愛媛県スポーツ振興事業団、（公財）愛媛県スポーツ協会、�
（公財）えひめ地域活力創造センター、（一社）愛媛県観光物産協会、（公財）松山観光コンベンション協会、（公財）松山市文化・スポー
ツ振興財団、（公社）松山青年会議所

■協賛等／青野海運㈱、アサヒビール㈱四国支社、㈱池田水道、㈱伊予銀行、愛媛朝日テレビ、㈱えひめ飲料、愛媛観光㈲、（公社）愛媛県浄
化槽協会、えひめ中央農業協同組合、亀井製菓㈱、㈲北開発、コカ・コーラボトラーズジャパン㈱、コスモ松山石油㈱、四国電力㈱
愛媛支店、四国電力送配電㈱愛媛支社、四国乳業㈱、新日本建設㈱、㈱シンワ開発、中予自動車㈱、中島建設㈱、中島汽船㈱、�
中島郵便局、南海産業㈱、㈱南海スポーツ企画、㈱日本エイジェント、㈱ハッピーファーマシー、B-shop OCHI㈱、㈱福田組、
㈱ベネフィット・ワン、㈱母恵夢

■寄　付／高縄幼稚園、岩本美智子、片山真梨、竹川博、福永勝彦、　藤井恒成、三好雅雄、渡部花都美

（五十音順）
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TRIATHLONTRIATHLON
in NAKAJIMA2026in NAKAJIMA2026

日  程
●前夜祭　17：30 〜 19：30
　　　　　中島中学校体育館

8月22日（土） 8月23日（日）
●自転車のセット　7：30 〜 9：30
★選手の方々が各々自転車のラックの決められ
た位置に自転車をセットします。

●受付　7：30 〜 9：30
★海の駅玄関前テントで受付、競技参加選手の
最終チェックを行います。

●スタート　10：30

●表彰式・閉会式　14：30 頃から

大会中連絡先　089−997−0356
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　今年も全国から多くの選手や応援の皆様をお迎えし、松山・中島の夏の風物詩、

第38回トライアスロン中島大会を開催できますこと、心からうれしく思います。

　今年は、トライアスロン中島大会が始まってから40年の節目の年です。本大会が

ここまで成長を遂げたのは、地域の皆様や関係者の皆様の温かい御支援のお陰で、

深く感謝申し上げます。これからも、瀬戸内海の美しい自然を舞台に、多くの方に

愛される大会になるよう、全力で取り組みます。

　選手の皆様は、日頃の鍛錬の成果を存分に発揮され、本大会を通して競技の魅力

や挑戦する喜びを味わっていただければと思います。また、仲間とのきずなや地域

の方々との交流を感じられる場になるよう願っています。

　さて、松山市には約３千年の歴史があり、日本最古といわれる道後温泉がありま

す。道後温泉の魅力に一層磨きを掛けるため、「蜷川実花 with EiM × 道後温泉 

DOGO ART」を開催しています。この機会にお立ち寄りいただき、色彩豊かなアー

トと、道後温泉の湯で試合の疲れを癒やしていただければ幸いです。

　結びに、本大会の開催に御尽力いただいたトライアスロン中島大会実行委員会を

はじめ、関係者の皆様に深く敬意を表しますとともに、選手の皆様の御健闘をお祈

りし、私からの挨拶とします。

大 会 長
松山市長  野 志　克 仁

ごあいさつごあいさつ
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　第38回トライアスロン中島大会の開催にあたり、全国各地からご参加いただく選手の皆様をはじ
め、ご家族、ご関係の皆様に心より歓迎申し上げます。また、本大会の開催にあたり、長年にわた
り大会を支え続けてくださった歴代実行委員会の皆様、地域住民の皆様、ボランティア、協賛企業・
団体の皆様、そして関係機関の皆様に、深甚なる敬意と感謝を申し上げます。

　1986年、四国で初めてのトライアスロン大会として産声を上げた本大会は、本年で創立40年とい
う大きな節目を迎えました。当時、「中島から全国へ発信しよう」「島を元気にしよう」と立ち上がっ
た先輩方や親世代の情熱が、この大会の原点です。その志が脈々と受け継がれ、40年という歴史を
刻んでこられたことは、中島の誇りであり、地域の宝であると感じています。
　
　私自身、小学６年生だった第10回記念大会の際に開催された、第１回ジュニアアクアスロン大会
へ出場しました。沿道から響く声援、力強く駆け抜ける選手の姿、懸命に大会を支えるスタッフや
ボランティアの皆さん。その光景は今でも鮮明に心に残っています。

幼い私の目には、選手だけでなく、大会を支えるすべての人が「ヒーロー」でした。

　この40年間、本大会には数え切れないほどの「心が動く瞬間」がありました。限界に挑戦する姿、
仲間と支え合う姿、島全体が一つになって選手を迎える姿。その一つひとつが、多くの人の人生に
勇気や感動を与え続けてきました。瀬戸内海はいま、世界中の旅行者が憧れる地域として大きな注
目を集めています。私たちが誇るこの美しい海と島々を舞台とする中島大会には、世界へ向けて発
信できる大きな可能性があります。

　私たちは、この素晴らしい自然と島の温かいおもてなしという魅力をさらに磨き、次の50年へ向
けて、時代にふさわしい持続可能で、世界にも誇れる大会へ育てていきたいと考えています。
　そして何より、この大会がこれからも、中島の子どもたち、松山市のすべての子どもたちにとっ
て、憧れや夢を与える存在であり続けてほしいと願っています。

時代は変わっても、人の挑戦に心を震わせる気持ちは変わりません。

　選手の皆様には、中島ならではの豊かな自然と温かな声援を全身で感じながら、日頃の努力の成
果を存分に発揮されることをご期待申し上げます。

　結びに、本大会に関わるすべての皆様のご尽力に改めて感謝申し上げるとともに、皆様にとって
忘れることのできない一日となりますことを心より祈念し、ご挨拶といたします。

心が動く瞬間を、一緒に。

実行委員長

山 本　智 紀
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実 行 委 員実 行 委 員

役職名 氏　　名 所　　　属

名誉大会長 中村　時広 愛媛県知事（前松山市長）

大 会 長 野志　克仁 松山市長

大会副会長 大塚　啓史 松山市議会議長

大会副会長 藤田　　仁 松山市副市長

大会副会長 田淵雄一郎 松山市副市長

大会副会長 前田　昌一 松山市教育長

顧　　問 加藤　令史 ㈱愛媛新聞社代表取締役社長

顧　　問 西田　　淳 日本放送協会松山放送局局長

顧　　問 山内　孝雄 南海放送㈱代表取締役社長

顧　　問 西岡　征治 ㈱テレビ愛媛代表取締役社長

顧　　問 左納　和宜 ㈱あいテレビ代表取締役社長

役職名 氏　　名 所　　　属

顧　　問 小林正太郎 ㈱愛媛朝日テレビ代表取締役社長

顧　　問 宮内　　隆 ㈱愛媛ＣＡＴＶ代表取締役社長

顧　　問 林　　克彦 愛媛県松山西警察署署長

顧　　問 山本　昭宏
中島地区まちづくり協議会会長
中島商工会会長

顧　　問 松本　博和 愛媛県漁業協同組合中島支所運営委員長

顧　　問 山田　健生 中島総代会会長

顧　　問 加藤　節夫 松山市スポーツ推進委員協議会会長

顧　　問 栗林　　亮 なかじま中央病院理事長

顧　　問 佐伯　真範 前トライアスロン中島大会実行委員長

氏　　名 所　　　属

山本　智紀 スポーツアイランドフェスタ中島実行委員会会長

大堀　約礼 パラアスリート

中山恵美子 えひめ中央農協　女性部　中島ブロック部長

清水　智之 中島商工会　経営指導員

細川　　章 中島交通安全協会　会長

木下　智正 松山西警察署　中島駐在所　所長

新谷　和志 中島公民館　館長

渡部　直樹 中島汽船㈱　専務取締役

稲葉　靖司 愛媛県立松山北高等学校　中島分校　分校長

村上　　正 松山市立中島中学校　校長

水口　　拓 松山市立中島小学校　校長

氏　　名 所　　　属

林　健太郎 えひめ中央農協

尾脇　康資 中島ふれあいセンター　館長

沖野　千晶 松山市スポーツ推進委員

宮内　正登 松山市スポーツ推進委員

俊成りんこ ㈱bRg（FRIEND8）　代表取締役

若田　浩昭 ㈱プランニング・クルー　代表取締役

石田　　治 愛媛県トライアスロン協会　会長

奥谷　　忠 愛媛県トライアスロン協会　理事

野中　正宏 愛媛県トライアスロン協会　理事

藤川　　守 日本郵便㈱　中島郵便局　局長

久保山　浩 ＪＡえひめ中央中島支所　支所長

大 会 役 員大 会 役 員
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ふ る さ と 部

設　営　担　当

輸　送　担　当

アナウンス担当

受　付　担　当

広　報　担　当

ボランティア担当

総　務　担　当

実行委員会

宿　泊　担　当

総 　 務 　 部
部長
　竹田　憲和
副部長
 （水口　　拓）

副部長
　菊池誠一朗

　池下　明弘

副部長
 （新谷　和志）

副部長
 （稲葉　靖司）

事 務 局

交 　 通 　 部

医 　 療 　 部

通 　 信 　 部

エイドステーション部

競 　 技 　 部

田内　祐己 伊藤　慎弥 織田太一郎 髙木真理子
中矢　義彦 天崎　　誠 尾上　信人 田村　　覚
松村　克彦

田井野知史 高本　悠太 岩崎　孝彦 籔野　清志
岩本　直也 伊勢元栄二 上田　雅章　（中田　次郎）
渡部　一樹 藤原　淳貴 筒井　　駿 檮山　和希
大内　康司

（武智　康光） （谷口　　実）

奥岡奈保子 酒井　尚美 大内　紀子 河内ルリ子
前崎　康恵 濱田　和子 忽那　幸造 古川　　杏

渡部　美香 髙橋愛樹子

尾脇　康資 農中　英司

（渡部　直樹） （樋野　和広）

高岡　伸夫 尾藤　大起

スイム担当

バイク担当

ランニング担当

企　画　担　当 （若田　浩昭） （俊成りんこ）

荷物管理担当 濱本　幸喜 大内　麻由

部長
 （清水　智之）

委員長
　山本　智紀
副委員長
　大堀　約礼

事務局長

　横山　　憲  坂の上の雲まちづくり部長
事務局次長

　野口　信隆  坂の上の雲まちづくり部副部長
　高岡　伸夫  中島支所長
担当職員

脛永　正広  スポーティングシティ推進課長
伊藤　慎弥  スポーティングシティ推進課
高本　悠太  スポーティングシティ推進課
渡部　一樹  スポーティングシティ推進課
村上　周平  中島支所
上田　雅章  中島支所

部長
 （細川　　章）
　中尾　彰宏   森　　正亨  井上　　昴  嶋本　憲二

副部長
 （木下　智正） 　石橋　愼康　谷口　武司

部長
 （中山恵美子）

副部長
 （村上　　正） 　石丸　克彦 　新藤　成人

井上　　慶　　  佐伯　保範　　  尾脇　秀斗

部長
 （大森　旭輝）

副部長
 （菅　　美香） 　新谷　洋平 　藤澤　祐司

部長
  岩崎　孝彦

髙橋潤一郎

　𠮷本真由美 　𠮷本　浩貴

部長
 （石田　　治）

部長
 （林　健太郎）　杉村　幸紀 　藤本　拓也　天野　清治

　宇都宮大地　 今本　　光　升井　　純 　山﨑　泰平

田井野知史 森　　正隆 脇坂　勲史 竹内　祥人

ジュニア担当

副部長（審判長）
 （奥谷　　忠）

副部長（技術代表）
 （野中　正宏）

　吉野　正和

　浅田　明子　　  川村　祐司

部長

（宮内　正登） 築山　哲也 髙橋　英二 築山　裕二
（岡戸　利行）（関　　雅子） 清水　健登　（川上　計太）
（岡田　海渡）

部長

副部長
近藤　正尚　（廣田　好亮） 野瀬　崇晃 佐伯　公仁

（沖野　千晶） 武井　昭憲 山下　紗葵 亀井　智美

部長

部長

大 会 組 織 図大 会 組 織 図
（　）市職員以外
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令和８年８月22日㈯　中島中学校体育館　17：30〜19：30

　　オープニング

１．大　会　宣　言　	 実 行 委 員 長　　　山　本　智　紀

２．大 会 長 挨 拶　	 大　　会　　長　　　野　志　克　仁

３．来　賓　挨　拶　	

４．大 会 役 員 紹 介　

５．選　手　宣　誓　	 選　手　代　表

６．祝 杯 の 音 頭　	 松山市議会議長　　　

７．レ セ プ シ ョ ン　

１．成績発表並びに表彰
小学６年生男子の部 １位〜３位 大会長賞
小学６年生女子の部 １位〜３位 大会長賞
小学５年生男子の部 １位〜３位 大会長賞
小学５年生女子の部 １位〜３位 大会長賞

１．成績発表並びに表彰
総合 愛媛県知事賞

男子総合の部 大会長賞
女子総合の部 松山市議会議長賞
リレーの部 トライアスロン中島大会実行委員長賞

ランク① 男子18歳~29歳の部 愛媛新聞社社長賞
ランク② 男子30歳~39歳の部 南海放送社長賞
ランク③ 男子40歳~49歳の部 テレビ愛媛社長賞
ランク④ 男子50歳~59歳の部 ＮＨＫ松山放送局長賞
ランク⑤ 男子60歳~69歳の部 あいテレビ社長賞
ランク⑥ 男子70歳以上の部 中島商工会会長賞
ランク⑦ 女子18歳~29歳の部 トライアスロン中島大会実行委員長賞
ランク⑧ 女子30歳~39歳の部 トライアスロン中島大会実行委員長賞
ランク⑨ 女子40歳~49歳の部 愛媛朝日テレビ社長賞
ランク⑩ 女子50歳~59歳の部 愛媛ＣＡＴＶ社長賞
ランク⑪ 女子60歳~69歳の部 トライアスロン中島大会実行委員長賞

２．講　　　評　	 実行委員長　　　山　本　智　紀

開 会 式開 会 式

令和８年８月23日㈰　長師姫ヶ浜グラウンド　10：00頃〜

第28回ジュニアアクアスロン大会表彰式第28回ジュニアアクアスロン大会表彰式

令和８年８月23日㈰　長師姫ヶ浜グラウンド　14：30頃〜

閉 会 式閉 会 式
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ローカル ルール（競技規則）

参 加 資 格

●個　人　令和８年12月末日において満18歳以上
で、スイム、バイク、ラン等の練習をし、
完走できる自信がある方とする。

●リレー　令和８年12月末日において満18歳以上
の方のほか、学校教育法における高等
学校、中等教育学校後期課程の生徒。

共　通
１．社会人として責任ある言動を心がけ、交通法規を守り一般車両や通行人を
妨げない。競技中以外でもバイク乗車時は常にヘルメットを着用しなけれ
ばならない。競技中、競技以外に関わらず、ゴミを投棄してはならない。

２．競技中にチームメート、コーチ、家族など、選手個人の応援者から飲食物
の提供や、直接的支援を受けることはできない。沿道に開設される地元
応援者の私設エイドは支援を受けることができる。

３．競技中に、携帯電話など通信機器・撮影機器および音楽プレーヤーなどを
使用してはならない。ただし、携帯電話をスピードメーターのみに使用す
る場合はこれを認める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．スケジュール、競技規則、コースは選手自ら把握する。コースミスや事故、
遅刻は選手の責務である。

５．安全、公正な大会とするため事前に郵送した競技説明資料を必ず一読
すると共に大会HPの競技説明動画を必ず視聴すること。

６．適正なウェア、競技用具を使用する。フロントファスナーのウェアを暫定的
に許可するが、ゴールする際は必ずファスナーを閉めること。危険と思わ
れる用具、備品類を使用することはできない。

７．レースナンバー（ゼッケン）は、バイクでは背中に、ランでは胸に、視認よく
取り付け、変造を禁止する。レースナンバーベルトの使用を認める。ナン
バーシールは、ヘルメット正面とバイクサドル下の左側に貼付する。
ボディナンバーシールは原則として両腕上腕に貼る。

８．各競技の周回数のカウントは選手自身が行うものとし、周回数の満たない
選手は失格とする。（周回数が多い場合は失格とはならない）

９．選手は、大会当日朝に健康状態をチェックした、セルフチェック用紙を
当日受付に提出しなければならない。酒気帯びや体調不良の状態で競技
をする事はできない。

10．競技力不足、疲労、事故、制限時間オーバー、違反などの理由により審判員
から競技の停止、中止を指示された場合は必ず従う。自主棄権を含む競技
中止の際には、付近の審判員に計測チップ（アンクルバンド）を返却する。

11．スケジュールや競技内容の変更、案内は公式掲示板（フィニッシュゲート
周辺）への張り出しとアナウンスで行う。　　　　　　　　　　　　　　
気象状況等により競技内容に変更がある場合は、競技スタート前に審判
員から説明を行う。

スイム競技　1.5km（750m×２周）
１．コースはブイでつながれた往復750mの直線コースを2周する。スタート
はウェーブスタートで行う。

２．ウェットスーツ着用義務とする。TRIJルールに適合する、体にフィットし
たウェットスーツを着用する。損傷のある物は使用できない。ラッシュガー
ドなどをウェットスーツの代用として使用することはできない。

３．スイムウォームアップは9時45分から10時15分までとし、マーシャルの指
示に従いスタート地点から当日設定された圏内の海域で行う。

４．１周終了後に一旦上陸し、周回確認を受け２周目に向かう。上陸場所には
エイドを設ける。

５．コースロープ、ブイ、船、レスキューボードなどの不動の浮力体に掴まって
の小休止を認める。ただし、これらを利用して前進することはできない。

６．危険を感じた場合は、安全を確保しその場で浮いて待つ。
７．当日の海の状況や体調が不安な選手には、スイムをキャンセルしバイク
からのスタート（スイムスキップ）を認める。希望者は10時30分のスタート
フォーンのなる前までに大会本部又は審判に申し出、アンクルバンドを預
ける。以降のスキップは認めない。記録は参考としてリザルトに掲載する
が順位は付かない。

８．スイムフィニッシュから指定された自身のトランジションエリアまでの
間で、ウェットスーツを脱ぐことを禁止する。但し、立ち止まらず走りな
がら上半身のみウェットスーツを脱ぐことは、この限りではない。

トランジション
１．競技中、トランジションには関係スタッフと選手しか入場できない。セッ
ティングの際はこの限りではない。

２．７時30分から9時30分の間に、バイクと用具をセッティングする。
３．競技用品以外は設置できない。ただし他の選手を妨げない小型クーラー
ボックスなど縦・横・高さの合計が80cmを超えない程度で許可する。自分
のナンバー（バイク）の下から左側を使用し、隣の選手のバイクまでを自
分の範囲とし、はみ出して用具を設置してはならない。脱いだウェット
スーツなど用具はきれいに片付け、通路などに放置してはならない。

４．バイクラックにバイクを掛ける方向は、バイクスタート時とバイク終了時
では逆方向とする。スイムからバイクに移る時は、前輪を通路の方に向け
サドルを掛けた状態からバイクをスタートする。バイクを終了しランに
移る時は、前輪からバイクラックに入り（反転して後輪から入らない）
サドルを掛ける。

５．トランジションでの乗車（片足乗車含む）を禁止する。
６．バイクスタートでは、ヘルメットをかぶりストラップを締めた後、ラック
からバイクを下ろす。バイクフィニッシュでは、ラックにバイクを掛けた
後、ストラップを外しヘルメットを脱ぐ。

７．バイクの乗車は、選手の片足が乗車ラインを越えた後に、完全に片足が
地面についてから乗車しなければならない。バイク降車は、降車ライン
手前の地面に、片足が完全についてから降車しなければならない。

８．競技終了後に、バイクと用具を引き取る事ができる。バイクに貼付のナン
バーシールとボディナンバー・レースナンバー（ゼッケン）を照合して
引き渡しを行う。

バイク競技　40km（20km×２周）
１．コースは、中島環状線を長師スタートにて吉木折り返しを2周する。
２．自転車は、よく整備されたロードレーサー（TTバイク含む）を使用する。
ドロップハンドルを基本とし、ブルホーンバーは使用できるがフラット
バー（一文字ハンドル）は使用できない。　　　　　　　　　　　　　
ヘルメットは、バイク競技用の硬質ヘルメットを、その取扱説明書に従
い、正しく着用する。ペットボトルを給水ボトルとして使用する時は、
ペットボトル専用のボトルケージ・専用のボトルキャップで、緩みなく確
実にホールドされた状態で使用する。

３．車検は実施しないが、安全に競技で使用できるように、必ず事前に専門
ショップなどで点検・整備を行ってもらう。著しい整備不良や規格違反と
判断された場合は競技に参加出来ない場合がある。　　　　　　　　　
（※第37回大会まで使用したバイクチェックシートは廃止） 　　　　　
取付け禁止装備（前照灯、リフレクター、ベル、泥除け、スタンドなど）につ
いては、TRIJルールを参照すること。

４．ドラフティング、ブロッキングを禁止する。　　　　　　　　　　　　　
ドラフティングルール：前方選手の前輪先端から後方10mの距離を保つ
こと。また追い越すときは20秒以内とする。 　　　　　　　　　　　　
ドラフティング違反と判定されるケース
・ 先行する選手の10m以内を走行し続けた場合
・ 追い越された選手が、追い越した選手から直ちに10m以上離れない場合 

５．キープレフトを厳守しセンターラインを越えてはならない。特に遅い
競技者は、コーナーにおいても左側走行を心がける。速い選手は、追い
越しの際は、後方の安全を確かめ、前方選手に声を掛けて追い越しの意思
を伝え、右側から追い越す。追い越しのリスクは常に追い越す側の責務で
ある。キープレフト違反が集団走行の原因になることを理解し、各々の
レベルに相応しい走行ラインを守る。

６．コーナーや側溝など、注意箇所の看板やコーン、スタッフなどを注視し、
その指示に従い進行する。

７．競技中においても緊急車両の通過を最優先し、審判員の指示に従う。
スタッフ車両の通過に際してもその指示に従う。

ラン競技　10km（5km×２周）
１．コースは、中島環状線の長師からJAえひめ中央中島支所までの往復５
kmを２周する。　※交通規制は原則なし

２．キープレフトを遵守する。特に折り返し地点や環状線に出るまでの狭い
道路は安全を最優先とし、無理な追い越しを行わない。　　　　　　　
歩道走行はしない。

３．エイドを、一往復につき４カ所設置する。飲料は水を基本とする。
４．フィニッシュはサングラスを外し、レースナンバーを整え、応援者に
応える。

５．同伴フィニッシュは、別紙の待機場所により、スタッフの指示に従い、
突起物や危険物を帯同せず、他の選手の競技に影響がないよう配慮して
行う。

リレールール
１．「１チーム３名・１名１種目」で男女混合チームを可とする。
２．大会当日受付等の大会手続きは、チーム全員が揃って行い全員がセルフ
チェック用紙を提出すること。

３．＜スイム→バイク＞ 
トランジションラン出口付近に設けられたリレーゾーンで、スイム担当
選手がバイク担当選手にアンクルバンドを引渡す事でリレーとする。
バイク担当選手は、リレーゾーンでは素足で待機し、受け取ったアンクル
バンドを足首に完全に装着した後に、リレーゾーンから出て、トランジ
ションへ進む。バイクシューズ、グローブ、ヘルメット、などは、一般選手
と同様にトランジションで装着する。

４．＜バイク→ラン＞ 
バイク担当選手は、バイクをバイクラックに掛けてヘルメットを脱いだ
後、トランジションラン出口付近に設けられたリレーゾーンで、ラン担
当選手にアンクルバンドを引渡す事でリレーとする。ラン担当選手は、
ランシューズを履いた状態で待機し、受け取ったアンクルバンドを足首
に完全に装着するまでは、リレーゾーンから出る事はできない。

５．＜繰上げスタート＞ 
前種目の担当選手が各関門時間に間に合わない場合は、繰上げスタート
を行う。繰上げスタートは各関門時間にスタートするがDNF（記録を計
測するが順位は付かない）となる。

６．＜フィニッシュ＞ 
ラン担当者以外の選手は、同伴フィニッシュ待機場所より、スタッフの
指示に従い、他の選手の競技に影響がないよう配慮し、チーム揃っての
フィニッシュを推奨する。

罰則と抗議
１．アドバンテージを得ない違反、軽微な違反、あるいはショートカットや
ドラフティングなどアドバンテージを得る違反、あるいはスポーツマン
シップに反する言動、危険行為など、違反の内容により相応のタイム
ペナルティを課す。

２．違反者には程度により、ペナルティボックスにて15秒以上のタイムペナ
ルティを課す。

　  ・ドラフティング違反：１分以上 ・その他の違反：15秒以上　　　　　　
ランコースのトランジション側折返し付近に、ペナルティボックスを設
けて、違反者のレースナンバーを掲示する。選手は自身で掲示を確認し、
フィニッシュするまでにペナルティボックスに入り、審判員の指示に従
う。ペナルティボックスに入らず、フィニッシュした場合、失格とする。

３．選手には抗議（TRIJルール第12章）を行う権利がある。その裁定になお
不服があるときは、上訴（第13章）、仲裁（第14章）を、順次行うことが
できる。（※TRIJルール参照）

制限時間
１．スイム競技を10時30分よりウェーブスタートした後、各所に制限時間を
設ける。

　 （1）スタート後　　  36分：スイム１周目終了
　 （2）スタート後1時間06分：スイムフィニッシュ（計測地点）
　 （3）スタート後2時間26分：バイク１周目終了（バイク長師折り返し）
　 （4）スタート後3時間06分：バイクフィニッシュ（降車ライン）
　 （5）スタート後3時間36分：ラン１周目終了（ラン長師折り返し）
　 （6）スタート後4時間06分：全競技終了（総合フィニッシュ計測地点）
　　制限時間に関わらず、著しく大会の進行を妨げる場合は、競技の停止、
中止を指示する場合がある。

競技の変更・中止
１．スイムの環境が整わない時は、以下の順に競技内容を変更する。
　 （1）スタート時間を10分繰り下げて、スイムを1周に短縮する。
　 （2）スタート時間を20分繰り下げて、第１種目をラン５kmに変更する。
２．WBGT（暑さ指数）が高い場合やその他の理由により、選手の安全が確
保できないと判断される場合には、競技内容の変更または中止を検討
する。

補足
１．パラトライアスロンの参加者については以下の通りとする。
　 （1）ブラインド（視覚障がい：PTVI）

視覚障がいのある選手が該当し、「ガイド」と呼ばれる選手と同性の
伴走者１名が、レース全体を通して伴走する。両者はスイム、ランの
パートでは、テザーと呼ばれるガイドロープで繋がり、バイクのパート
では、タンデムバイクを使用。視覚障がいのある選手が後席に座る。
選手は、ガイドの声、気配、ガイドロープによって、進むべき方向などを
判断する。

　 （2）トランジションエリアとハンドラー　
ハンドラーとは、選手個人に割り当てられた支援者で、原則トランジ
ションエリアで、ウェアや競技用具に関する支援を行うことができ
る。PTVIはガイドがハンドラーの役割を行うことができる。
※原則、ハンドラーについては競技部にて用意する。
※ガイドについては、事前申請が必要。

本大会は公益社団法人トライアスロンジャパン競技規則（TRIJルール）と、同規則を基準としたローカルルール（トライアスロン
中島ルール）を適用する。本規則に定めなき事案は関連競技団体の規則を準用する。

競技規則・総則 Rule

共　通
１．社会人として責任ある言動を心がけ、交通法規を守り一般車両や通行人を
妨げない。競技中以外でもバイク乗車時は常にヘルメットを着用しなけれ
ばならない。競技中、競技以外に関わらず、ゴミを投棄してはならない。

２．競技中にチームメート、コーチ、家族など、選手個人の応援者から飲食物
の提供や、直接的支援を受けることはできない。沿道に開設される地元
応援者の私設エイドは支援を受けることができる。

３．競技中に、携帯電話など通信機器・撮影機器および音楽プレーヤーなどを
使用してはならない。ただし、携帯電話をスピードメーターのみに使用す
る場合はこれを認める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．スケジュール、競技規則、コースは選手自ら把握する。コースミスや事故、
遅刻は選手の責務である。

５．安全、公正な大会とするため事前に郵送した競技説明資料を必ず一読
すると共に大会HPの競技説明動画を必ず視聴すること。

６．適正なウェア、競技用具を使用する。フロントファスナーのウェアを暫定的
に許可するが、ゴールする際は必ずファスナーを閉めること。危険と思わ
れる用具、備品類を使用することはできない。

７．レースナンバー（ゼッケン）は、バイクでは背中に、ランでは胸に、視認よく
取り付け、変造を禁止する。レースナンバーベルトの使用を認める。ナン
バーシールは、ヘルメット正面とバイクサドル下の左側に貼付する。
ボディナンバーシールは原則として両腕上腕に貼る。

８．各競技の周回数のカウントは選手自身が行うものとし、周回数の満たない
）いならなはと格失は合場い多が数回周（。るすと格失は手選

９．選手は、大会当日朝に健康状態をチェックした、セルフチェック用紙を
当日受付に提出しなければならない。酒気帯びや体調不良の状態で競技
をする事はできない。

10．競技力不足、疲労、事故、制限時間オーバー、違反などの理由により審判員
から競技の停止、中止を指示された場合は必ず従う。自主棄権を含む競技
中止の際には、付近の審判員に計測チップ（アンクルバンド）を返却する。

11．スケジュールや競技内容の変更、案内は公式掲示板（フィニッシュゲート
周辺）への張り出しとアナウンスで行う。　　　　　　　　　　　　　　
気象状況等により競技内容に変更がある場合は、競技スタート前に審判
員から説明を行う。

１．コースはブイでつながれた往復750mの直線コースを2周する。スタート
はウェーブスタートで行う。

２．ウェットスーツ着用義務とする。TRIJルールに適合する、体にフィットし
たウェットスーツを着用する。損傷のある物は使用できない。ラッシュガー
ドなどをウェットスーツの代用として使用することはできない。

３．スイムウォームアップは9時45分から10時15分までとし、マーシャルの指
示に従いスタート地点から当日設定された圏内の海域で行う。

４．１周終了後に一旦上陸し、周回確認を受け２周目に向かう。上陸場所には
エイドを設ける。

５．コースロープ、ブイ、船、レスキューボードなどの不動の浮力体に掴まって
の小休止を認める。ただし、これらを利用して前進することはできない。

６．危険を感じた場合は、安全を確保しその場で浮いて待つ。
７．当日の海の状況や体調が不安な選手には、スイムをキャンセルしバイク
からのスタート（スイムスキップ）を認める。希望者は10時30分のスタート
フォーンのなる前までに大会本部又は審判に申し出、アンクルバンドを預
ける。以降のスキップは認めない。記録は参考としてリザルトに掲載する
が順位は付かない。

８．スイムフィニッシュから指定された自身のトランジションエリアまでの
間で、ウェットスーツを脱ぐことを禁止する。但し、立ち止まらず走りな
がら上半身のみウェットスーツを脱ぐことは、この限りではない。

トランジション
１．競技中、トランジションには関係スタッフと選手しか入場できない。
２．７時30分から9時30分の間に、バイクと用具をセッティングする。
３．競技用品以外は設置できない。ただし他の選手を妨げない小型クーラー
ボックスなど縦・横・高さの合計が80cmを超えない程度で許可する。自分
のナンバー（バイク）の下から左側を使用し、隣の選手のバイクまでを自
分の範囲とし、はみ出して用具を設置してはならない。脱いだウェット
スーツなど用具はきれいに片付け、通路などに放置してはならない。

４．バイクラックにバイクを掛ける方向は、バイクスタート時とバイク終了時
では逆方向とする。スイムからバイクに移る時は、前輪を通路の方に向け
サドルを掛けた状態からバイクをスタートする。バイクを終了しランに
移る時は、前輪からバイクラックに入り（反転して後輪から入らない）
サドルを掛ける。

５．トランジションでの乗車（片足乗車含む）を禁止する。
６．バイクスタートでは、ヘルメットをかぶりストラップを締めた後、ラック
からバイクを下ろす。バイクフィニッシュでは、ラックにバイクを掛けた
後、ストラップを外しヘルメットを脱ぐ。

７．バイクの乗車は、選手の片足が乗車ラインを越えた後に、完全に片足が
地面についてから乗車しなければならない。バイク降車は、降車ライン
手前の地面に、片足が完全についてから降車しなければならない。

８．競技終了後に、バイクと用具を引き取る事ができる。バイクに貼付のナン
バーシールとボディナンバー・レースナンバー（ゼッケン）を照合して
引き渡しを行う。

１．コースは、中島環状線を長師スタートにて吉木折り返しを2周する。
２．自転車は、よく整備されたロードレーサー（TTバイク含む）を使用する。
ドロップハンドルを基本とし、ブルホーンバーは使用できるがフラット
バー（一文字ハンドル）は使用できない。　　　　　　　　　　　　　
ヘルメットは、バイク競技用の硬質ヘルメットを、その取扱説明書に従
い、正しく着用する。ペットボトルを給水ボトルとして使用する時は、
ペットボトル専用のボトルケージ・専用のボトルキャップで、緩みなく確
実にホールドされた状態で使用する。

３．車検は実施しないが、安全に競技で使用できるように、必ず事前に専門
ショップなどで点検・整備を行ってもらう。著しい整備不良や規格違反と
判断された場合は競技に参加出来ない場合がある。　　　　　　　　　
（※第37回大会まで使用したバイクチェックシートは廃止） 　　　　　
取付け禁止装備（前照灯、リフレクター、ベル、泥除け、スタンドなど）につ
いては、TRIJルールを参照すること。

４．ドラフティング、ブロッキングを禁止する。　　　　　　　　　　　　　
ドラフティングルール：前方選手の前輪先端から後方10mの距離を保つ
こと。また追い越すときは20秒以内とする。 　　　　　　　　　　　　
ドラフティング違反と判定されるケース
・ 先行する選手の10m以内を走行し続けた場合
・ 追い越された選手が、追い越した選手から直ちに10m以上離れない場合 

５．キープレフトを厳守しセンターラインを越えてはならない。特に遅い
競技者は、コーナーにおいても左側走行を心がける。速い選手は、追い
越しの際は、後方の安全を確かめ、前方選手に声を掛けて追い越しの意思
を伝え、右側から追い越す。追い越しのリスクは常に追い越す側の責務で
ある。キープレフト違反が集団走行の原因になることを理解し、各々の
レベルに相応しい走行ラインを守る。

６．コーナーや側溝など、注意箇所の看板やコーン、スタッフなどを注視し、
その指示に従い進行する。

７．競技中においても緊急車両の通過を最優先し、審判員の指示に従う。
スタッフ車両の通過に際してもその指示に従う。

１．コースは、中島環状線の長師からJAえひめ中央中島支所までの往復５
kmを２周する。　※交通規制は原則なし

２．キープレフトを遵守する。特に折り返し地点や環状線に出るまでの狭い
道路は安全を最優先とし、無理な追い越しを行わない。　　　　　　　
歩道走行はしない。

３．エイドを、一往復につき４カ所設置する。飲料は水を基本とする。
４．フィニッシュはサングラスを外し、レースナンバーを整え、応援者に
応える。

５．同伴フィニッシュは、別紙の待機場所により、スタッフの指示に従い、
突起物や危険物を帯同せず、他の選手の競技に影響がないよう配慮して
行う。

リレールール
１．「１チーム３名・１名１種目」で男女混合チームを可とする。
２．大会当日受付等の大会手続きは、チーム全員が揃って行い全員がセルフ
チェック用紙を提出すること。

３．＜スイム→バイク＞ 
トランジションラン出口付近に設けられたリレーゾーンで、スイム担当
選手がバイク担当選手にアンクルバンドを引渡す事でリレーとする。
バイク担当選手は、リレーゾーンでは素足で待機し、受け取ったアンクル
バンドを足首に完全に装着した後に、リレーゾーンから出て、トランジ
ションへ進む。バイクシューズ、グローブ、ヘルメット、などは、一般選手
と同様にトランジションで装着する。

４．＜バイク→ラン＞ 
バイク担当選手は、バイクをバイクラックに掛けてヘルメットを脱いだ
後、トランジションラン出口付近に設けられたリレーゾーンで、ラン担
当選手にアンクルバンドを引渡す事でリレーとする。ラン担当選手は、
ランシューズを履いた状態で待機し、受け取ったアンクルバンドを足首
に完全に装着するまでは、リレーゾーンから出る事はできない。

５．＜繰上げスタート＞ 
前種目の担当選手が各関門時間に間に合わない場合は、繰上げスタート
を行う。繰上げスタートは各関門時間にスタートするがDNF（記録を計
測するが順位は付かない）となる。

６．＜フィニッシュ＞ 
ラン担当者以外の選手は、同伴フィニッシュ待機場所より、スタッフの
指示に従い、他の選手の競技に影響がないよう配慮し、チーム揃っての
フィニッシュを推奨する。

罰則と抗議
１．アドバンテージを得ない違反、軽微な違反、あるいはショートカットや
ドラフティングなどアドバンテージを得る違反、あるいはスポーツマン
シップに反する言動、危険行為など、違反の内容により相応のタイム
ペナルティを課す。

２．違反者には程度により、ペナルティボックスにて15秒以上のタイムペナ
ルティを課す。

　  ・ドラフティング違反：１分以上 ・その他の違反：15秒以上　　　　　　
ランコースのトランジション側折返し付近に、ペナルティボックスを設
けて、違反者のレースナンバーを掲示する。選手は自身で掲示を確認し、
フィニッシュするまでにペナルティボックスに入り、審判員の指示に従
う。ペナルティボックスに入らず、フィニッシュした場合、失格とする。

３．選手には抗議（TRIJルール第12章）を行う権利がある。その裁定になお
不服があるときは、上訴（第13章）、仲裁（第14章）を、順次行うことが

）照参ルールJIRT※（。るきで

制限時間
１．スイム競技を10時30分よりウェーブスタートした後、各所に制限時間を
設ける。

後トータス）1（ 　 　　  36分：スイム１周目終了
）点地測計（ュシッニィフムイス：分60間時1後トータス）2（ 　

）し返り折師長クイバ（了終目周１クイバ：分62間時2後トータス）3（ 　
ュシッニィフクイバ：分60間時3後トータス）4（ 　

）し返り折師長ンラ（了終目周１ンラ：分63間時3後トータス）5（ 　
）点地測計ュシッニィフ合総（了終技競全：分60間時4後トータス）6（ 　

　　制限時間に関わらず、著しく大会の進行を妨げる場合は、競技の停止、
中止を指示する場合がある。

競技の変更・中止
１．スイムの環境が整わない時は、以下の順に競技内容を変更する。

。るす縮短に周1をムイス、てげ下り繰分01を間時トータス）1（ 　
。るす更変にmk５ンラを目種１第、てげ下り繰分02を間時トータス）2（ 　

２．WBGT（暑さ指数）が高い場合やその他の理由により、選手の安全が確
保できないと判断される場合には、競技内容の変更または中止を検討
する。

補足
１．パラトライアスロンの参加者については以下の通りとする。

）IVTP：いが障覚視（ドンイラブ）1（ 　
視覚障がいのある選手が該当し、「ガイド」と呼ばれる選手と同性の
伴走者１名が、レース全体を通して伴走する。両者はスイム、ランの
パートでは、テザーと呼ばれるガイドロープで繋がり、バイクのパート
では、タンデムバイクを使用。視覚障がいのある選手が後席に座る。
選手は、ガイドの声、気配、ガイドロープによって、進むべき方向などを
判断する。

　ーラドンハとアリエンョシジンラト）2（ 　
ハンドラーとは、選手個人に割り当てられた支援者で、原則トランジ
ションエリアで、ウェアや競技用具に関する支援を行うことができ
る。PTVIはガイドがハンドラーの役割を行うことができる。
※原則、ハンドラーについては競技部にて用意する。
※ガイドについては、事前申請が必要。

本大会は公益社団法人トライアスロンジャパン競技規則（TRIJルール）と、同規則を基準としたローカルルール（トライアスロン
中島ルール）を適用する。本規則に定めなき事案は関連競技団体の規則を準用する。

競技規則・総則 Rule

（ランスタート地点）

参 加 資 格

●個　人　令和８年12月末日において満18歳以上
で、スイム、バイク、ラン等の練習をし、
完走できる自信がある方とする。

●リレー　令和８年12月末日において満18歳以上
の方のほか、学校教育法における高等
学校、中等教育学校後期課程の生徒。

共　通
１．社会人として責任ある言動を心がけ、交通法規を守り一般車両や通行人を
妨げない。競技中以外でもバイク乗車時は常にヘルメットを着用しなけれ
ばならない。競技中、競技以外に関わらず、ゴミを投棄してはならない。

２．競技中にチームメート、コーチ、家族など、選手個人の応援者から飲食物
の提供や、直接的支援を受けることはできない。沿道に開設される地元
応援者の私設エイドは支援を受けることができる。

３．競技中に、携帯電話など通信機器・撮影機器および音楽プレーヤーなどを
使用してはならない。ただし、携帯電話をスピードメーターのみに使用す
る場合はこれを認める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．スケジュール、競技規則、コースは選手自ら把握する。コースミスや事故、
遅刻は選手の責務である。

５．安全、公正な大会とするため事前に郵送した競技説明資料を必ず一読
すると共に大会HPの競技説明動画を必ず視聴すること。

６．適正なウェア、競技用具を使用する。フロントファスナーのウェアを暫定的
に許可するが、ゴールする際は必ずファスナーを閉めること。危険と思わ
れる用具、備品類を使用することはできない。

７．レースナンバー（ゼッケン）は、バイクでは背中に、ランでは胸に、視認よく
取り付け、変造を禁止する。レースナンバーベルトの使用を認める。ナン
バーシールは、ヘルメット正面とバイクサドル下の左側に貼付する。
ボディナンバーシールは原則として両腕上腕に貼る。

８．各競技の周回数のカウントは選手自身が行うものとし、周回数の満たない
選手は失格とする。（周回数が多い場合は失格とはならない）

９．選手は、大会当日朝に健康状態をチェックした、セルフチェック用紙を
当日受付に提出しなければならない。酒気帯びや体調不良の状態で競技
をする事はできない。

10．競技力不足、疲労、事故、制限時間オーバー、違反などの理由により審判員
から競技の停止、中止を指示された場合は必ず従う。自主棄権を含む競技
中止の際には、付近の審判員に計測チップ（アンクルバンド）を返却する。

11．スケジュールや競技内容の変更、案内は公式掲示板（フィニッシュゲート
周辺）への張り出しとアナウンスで行う。　　　　　　　　　　　　　　
気象状況等により競技内容に変更がある場合は、競技スタート前に審判
員から説明を行う。

スイム競技　1.5km（750m×２周）
１．コースはブイでつながれた往復750mの直線コースを2周する。スタート
はウェーブスタートで行う。

２．ウェットスーツ着用義務とする。TRIJルールに適合する、体にフィットし
たウェットスーツを着用する。損傷のある物は使用できない。ラッシュガー
ドなどをウェットスーツの代用として使用することはできない。

３．スイムウォームアップは9時45分から10時15分までとし、マーシャルの指
示に従いスタート地点から当日設定された圏内の海域で行う。

４．１周終了後に一旦上陸し、周回確認を受け２周目に向かう。上陸場所には
エイドを設ける。

５．コースロープ、ブイ、船、レスキューボードなどの不動の浮力体に掴まって
の小休止を認める。ただし、これらを利用して前進することはできない。

６．危険を感じた場合は、安全を確保しその場で浮いて待つ。
７．当日の海の状況や体調が不安な選手には、スイムをキャンセルしバイク
からのスタート（スイムスキップ）を認める。希望者は10時30分のスタート
フォーンのなる前までに大会本部又は審判に申し出、アンクルバンドを預
ける。以降のスキップは認めない。記録は参考としてリザルトに掲載する
が順位は付かない。

８．スイムフィニッシュから指定された自身のトランジションエリアまでの
間で、ウェットスーツを脱ぐことを禁止する。但し、立ち止まらず走りな
がら上半身のみウェットスーツを脱ぐことは、この限りではない。

トランジション
１．競技中、トランジションには関係スタッフと選手しか入場できない。セッ
ティングの際はこの限りではない。

２．７時30分から9時30分の間に、バイクと用具をセッティングする。
３．競技用品以外は設置できない。ただし他の選手を妨げない小型クーラー
ボックスなど縦・横・高さの合計が80cmを超えない程度で許可する。自分
のナンバー（バイク）の下から左側を使用し、隣の選手のバイクまでを自
分の範囲とし、はみ出して用具を設置してはならない。脱いだウェット
スーツなど用具はきれいに片付け、通路などに放置してはならない。

４．バイクラックにバイクを掛ける方向は、バイクスタート時とバイク終了時
では逆方向とする。スイムからバイクに移る時は、前輪を通路の方に向け
サドルを掛けた状態からバイクをスタートする。バイクを終了しランに
移る時は、前輪からバイクラックに入り（反転して後輪から入らない）
サドルを掛ける。

５．トランジションでの乗車（片足乗車含む）を禁止する。
６．バイクスタートでは、ヘルメットをかぶりストラップを締めた後、ラック
からバイクを下ろす。バイクフィニッシュでは、ラックにバイクを掛けた
後、ストラップを外しヘルメットを脱ぐ。

７．バイクの乗車は、選手の片足が乗車ラインを越えた後に、完全に片足が
地面についてから乗車しなければならない。バイク降車は、降車ライン
手前の地面に、片足が完全についてから降車しなければならない。

８．競技終了後に、バイクと用具を引き取る事ができる。バイクに貼付のナン
バーシールとボディナンバー・レースナンバー（ゼッケン）を照合して
引き渡しを行う。

バイク競技　40km（20km×２周）
１．コースは、中島環状線を長師スタートにて吉木折り返しを2周する。
２．自転車は、よく整備されたロードレーサー（TTバイク含む）を使用する。
ドロップハンドルを基本とし、ブルホーンバーは使用できるがフラット
バー（一文字ハンドル）は使用できない。　　　　　　　　　　　　　
ヘルメットは、バイク競技用の硬質ヘルメットを、その取扱説明書に従
い、正しく着用する。ペットボトルを給水ボトルとして使用する時は、
ペットボトル専用のボトルケージ・専用のボトルキャップで、緩みなく確
実にホールドされた状態で使用する。

３．車検は実施しないが、安全に競技で使用できるように、必ず事前に専門
ショップなどで点検・整備を行ってもらう。著しい整備不良や規格違反と
判断された場合は競技に参加出来ない場合がある。　　　　　　　　　
（※第37回大会まで使用したバイクチェックシートは廃止） 　　　　　
取付け禁止装備（前照灯、リフレクター、ベル、泥除け、スタンドなど）につ
いては、TRIJルールを参照すること。

４．ドラフティング、ブロッキングを禁止する。　　　　　　　　　　　　　
ドラフティングルール：前方選手の前輪先端から後方10mの距離を保つ
こと。また追い越すときは20秒以内とする。 　　　　　　　　　　　　
ドラフティング違反と判定されるケース
・ 先行する選手の10m以内を走行し続けた場合
・ 追い越された選手が、追い越した選手から直ちに10m以上離れない場合 

５．キープレフトを厳守しセンターラインを越えてはならない。特に遅い
競技者は、コーナーにおいても左側走行を心がける。速い選手は、追い
越しの際は、後方の安全を確かめ、前方選手に声を掛けて追い越しの意思
を伝え、右側から追い越す。追い越しのリスクは常に追い越す側の責務で
ある。キープレフト違反が集団走行の原因になることを理解し、各々の
レベルに相応しい走行ラインを守る。

６．コーナーや側溝など、注意箇所の看板やコーン、スタッフなどを注視し、
その指示に従い進行する。

７．競技中においても緊急車両の通過を最優先し、審判員の指示に従う。
スタッフ車両の通過に際してもその指示に従う。

ラン競技　10km（5km×２周）
１．コースは、中島環状線の長師からJAえひめ中央中島支所までの往復５
kmを２周する。　※交通規制は原則なし

２．キープレフトを遵守する。特に折り返し地点や環状線に出るまでの狭い
道路は安全を最優先とし、無理な追い越しを行わない。　　　　　　　
歩道走行はしない。

３．エイドを、一往復につき４カ所設置する。飲料は水を基本とする。
４．フィニッシュはサングラスを外し、レースナンバーを整え、応援者に
応える。

５．同伴フィニッシュは、別紙の待機場所により、スタッフの指示に従い、
突起物や危険物を帯同せず、他の選手の競技に影響がないよう配慮して
行う。

リレールール
１．「１チーム３名・１名１種目」で男女混合チームを可とする。
２．大会当日受付等の大会手続きは、チーム全員が揃って行い全員がセルフ
チェック用紙を提出すること。

３．＜スイム→バイク＞ 
トランジションラン出口付近に設けられたリレーゾーンで、スイム担当
選手がバイク担当選手にアンクルバンドを引渡す事でリレーとする。
バイク担当選手は、リレーゾーンでは素足で待機し、受け取ったアンクル
バンドを足首に完全に装着した後に、リレーゾーンから出て、トランジ
ションへ進む。バイクシューズ、グローブ、ヘルメット、などは、一般選手
と同様にトランジションで装着する。

４．＜バイク→ラン＞ 
バイク担当選手は、バイクをバイクラックに掛けてヘルメットを脱いだ
後、トランジションラン出口付近に設けられたリレーゾーンで、ラン担
当選手にアンクルバンドを引渡す事でリレーとする。ラン担当選手は、
ランシューズを履いた状態で待機し、受け取ったアンクルバンドを足首
に完全に装着するまでは、リレーゾーンから出る事はできない。

５．＜繰上げスタート＞ 
前種目の担当選手が各関門時間に間に合わない場合は、繰上げスタート
を行う。繰上げスタートは各関門時間にスタートするがDNF（記録を計
測するが順位は付かない）となる。

６．＜フィニッシュ＞ 
ラン担当者以外の選手は、同伴フィニッシュ待機場所より、スタッフの
指示に従い、他の選手の競技に影響がないよう配慮し、チーム揃っての
フィニッシュを推奨する。

罰則と抗議
１．アドバンテージを得ない違反、軽微な違反、あるいはショートカットや
ドラフティングなどアドバンテージを得る違反、あるいはスポーツマン
シップに反する言動、危険行為など、違反の内容により相応のタイム
ペナルティを課す。

２．違反者には程度により、ペナルティボックスにて15秒以上のタイムペナ
ルティを課す。

　  ・ドラフティング違反：１分以上 ・その他の違反：15秒以上　　　　　　
ランコースのトランジション側折返し付近に、ペナルティボックスを設
けて、違反者のレースナンバーを掲示する。選手は自身で掲示を確認し、
フィニッシュするまでにペナルティボックスに入り、審判員の指示に従
う。ペナルティボックスに入らず、フィニッシュした場合、失格とする。

３．選手には抗議（TRIJルール第12章）を行う権利がある。その裁定になお
不服があるときは、上訴（第13章）、仲裁（第14章）を、順次行うことが
できる。（※TRIJルール参照）

制限時間
１．スイム競技を10時30分よりウェーブスタートした後、各所に制限時間を
設ける。

　 （1）スタート後　　  36分：スイム１周目終了
　 （2）スタート後1時間06分：スイムフィニッシュ（計測地点）
　 （3）スタート後2時間26分：バイク１周目終了（バイク長師折り返し）
　 （4）スタート後3時間06分：バイクフィニッシュ（降車ライン）
　 （5）スタート後3時間36分：ラン１周目終了（ラン長師折り返し）
　 （6）スタート後4時間06分：全競技終了（総合フィニッシュ計測地点）
　　制限時間に関わらず、著しく大会の進行を妨げる場合は、競技の停止、
中止を指示する場合がある。

競技の変更・中止
１．スイムの環境が整わない時は、以下の順に競技内容を変更する。
　 （1）スタート時間を10分繰り下げて、スイムを1周に短縮する。
　 （2）スタート時間を20分繰り下げて、第１種目をラン５kmに変更する。
２．WBGT（暑さ指数）が高い場合やその他の理由により、選手の安全が確
保できないと判断される場合には、競技内容の変更または中止を検討
する。

補足
１．パラトライアスロンの参加者については以下の通りとする。
　 （1）ブラインド（視覚障がい：PTVI）

視覚障がいのある選手が該当し、「ガイド」と呼ばれる選手と同性の
伴走者１名が、レース全体を通して伴走する。両者はスイム、ランの
パートでは、テザーと呼ばれるガイドロープで繋がり、バイクのパート
では、タンデムバイクを使用。視覚障がいのある選手が後席に座る。
選手は、ガイドの声、気配、ガイドロープによって、進むべき方向などを
判断する。

　 （2）トランジションエリアとハンドラー　
ハンドラーとは、選手個人に割り当てられた支援者で、原則トランジ
ションエリアで、ウェアや競技用具に関する支援を行うことができ
る。PTVIはガイドがハンドラーの役割を行うことができる。
※原則、ハンドラーについては競技部にて用意する。
※ガイドについては、事前申請が必要。

本大会は公益社団法人トライアスロンジャパン競技規則（TRIJルール）と、同規則を基準としたローカルルール（トライアスロン
中島ルール）を適用する。本規則に定めなき事案は関連競技団体の規則を準用する。

競技規則・総則 Rule
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海

海

JA

中島漁協

茶ノ木治療院

中島B&G海洋センター

しま交通タクシー

真福寺

中島中

中島小

坂本モータース

姫ヶ浜海水浴場

メイン会場

ランコース

監視員（配置箇所）

第1ランニング
スタート（鳥居前）

折返し点
（三角コーン）

第1ランニングコース第1ランニングコース
（悪天候によるスイム（悪天候によるスイム
中止時）中止時）
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トライアスロン中島大会　過去過去のの記録記録

1986.7.6

1987.7.26

1988.7.31

1989.7.23

1990.7.15

1991.7.14

1992.7.19

スイム（1.5km）〜第１ラン（2.5km）〜バイク（54km）〜第２ラン（14km）

スイム（1.5km）〜バイク（58.4km）〜ラン（13.8km）

スイム（1.5km）〜バイク（54.8km）〜ラン（13.8km）

スイム（1.5km）〜バイク（54.8km）〜ラン（13.8km）

スイム（1.5km）〜バイク（54.8km）〜ラン（13.8km）

スイム（1.5km）〜バイク（54.8km）〜ラン（13.8km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

参加者　165名（内女性７名）
完走者　144名

参加者　223名（内女性16名）
完走者　全員

参加者　260名（内女性23名）
完走者　254名

参加者　251名（内女性25名）
完走者　249名

参加者　297名（内女性35名）
完走者　289名

参加者　318名（内女性38名）
完走者　305名

参加者　320名（内女性39名）
完走者　316名

１　位 今　田　善　仁 （香川県） 3：36′53″
２　位 吉　村　光　俊 （広島県） 3：41′20″
３　位 浜　岡　隆　文 （松山市） 3：42′41″

女性１位 秋　葉　真　理 （松山市） 4：48′14″

１　位 井　手　和　範 （東京都） 3：10′28″
２　位 山　口　孝　司 （京都府） 3：12′54″
３　位 東　内　幸　男 （伊予市） 3：13′34″

女性１位 水　野　かおる 4：08′14″

１　位 関　本　俊　二 （兵庫県） 2：56′59″
２　位 大　中　　　靖 （熊本県） 2：57′48″
３　位 室　　　庫　彦 （大阪府） 2：58′21″

女性１位 今　井　良　子 4：08′14″

１　位 安　田　真　照 （山口県） 2：52′10″
２　位 東　内　幸　男 （東予市） 2：56′15″
３　位 田　邊　　　博 （伊予三島市） 2：57′09″

女性１位 大　藤　奈津子 （松山市） 3：41′12″

１　位 田　中　　　悟 （三重県） 2：48′35″
２　位 河　村　政　勝 （山口県） 2：49′04″
３　位 安　田　真　照 （山口県） 2：51′00″

女性１位 勝　又　紀　子 （東京都） 3：09′33″

１　位 木　山　　　圭 （松山市） 2：54′38″
２　位 永　谷　敦　士 （松山市） 2：54′53″
３　位 田　中　　　悟 （三重県） 2：57′08″

女性１位 小　橋　恭　子 （岡山県） 3：10′33″

１　位 木　倉　　　博 （兵庫県） 2：13′51″
２　位 永　峰　敏　明 （兵庫県） 2：16′11″
３　位 石　野　美輝郎 （兵庫県） 2：17′53″

女性１位 倉　橋　奈都美 （松山市） 2：33′32″

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

第 7 回
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1993.7.25

1994.7.17

1995.8.20

1996.8.25

1997.8.24

1998.8.23

1999.8.22

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

参加者　359名（内女性39名）
完走者　352名

参加者　336名（内女性41名）
完走者　334名

参加者　364名（内女性42名）
完走者　357名

参加者　376名（内女性51名）
完走者　368名

参加者　344名（内女性61名）
完走者　339名

参加者　346名（内女性52名）
完走者　341名

参加者　339名（内女性44名）
完走者　337名

１　位 宮　塚　英　也 （栃木県） 2：01′09″
２　位 森　野　陽　二 （松山市） 2：01′46″
３　位 仁　井　晶　一 （大阪府） 2：05′58″

女性１位 兵　頭　勝　代 （兵庫県） 2：14′42″

１　位 森　野　陽　二 （松山市） 2：07′13″
２　位 木　山　　　圭 （松山市） 2：12′32″
３　位 丹　　　秀　明 （松山市） 2：13′33″

女性１位 兵　頭　勝　代 （兵庫県） 2：24′54″

１　位 森　野　陽　二 （松山市） 2：05′11″
２　位 山　口　　　崇 （京都府） 2：07′48″
３　位 福　渡　　　純 （東京都） 2：07′54″

女性１位 池　田　美　野 （東京都） 2：31′51″

１　位 森　野　陽　二 （松山市） 2：03′24″
２　位 鈴　鹿　将　樹 （西条市） 2：06′48″
３　位 幸　野　利　彦 （香川県） 2：09′06″

女性１位 森　　　貴　子 （香川県） 2：26′36″

１　位 仁　井　晶　一 （宇摩郡） 2：00′33″
２　位 岡　　　宏　城 （香川県） 2：06′35″
３　位 鈴　鹿　将　樹 （西条市） 2：06′57″

女性１位 森　　　貴　子 （香川県） 2：24′36″

１　位 仁　井　晶　一 （宇摩郡） 1：59′56″
２　位 木　山　　　圭 （松山市） 2：08′09″
３　位 田　中　　　悟 （三重県） 2：10′37″

女性１位 坂　田　美　紀 （兵庫県） 2：23′01″

１　位 仁　井　晶　一 （今治市） 2：01′17″
２　位 木　山　　　圭 （松山市） 2：08′31″
３　位 坂　本　義　博 （兵庫県） 2：11′03″

女性１位 坂　田　美　紀 （兵庫県） 2：28′40″

第 8 回

第 9 回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回
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2000.8.27

2001.8.26

2002.8.25

2003.8.24

2004.8.22

2005.8.21

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

参加者　355名（内女性42名）
　　　　リレーの部　20チーム
完走者　350名
　　　　19チーム

参加者　358名（内女性51名）
　　　　リレーの部　18チーム
完走者　357名
　　　　18チーム

参加者　337名（内女性44名）
　　　　リレーの部　32チーム

参加者　358名（内女性43名）
　　　　リレーの部　33チーム
完走者　353名

参加者　377名（内女性53名）
完走者　364名

参加者　364名（内女性53名）
　　　　リレーの部　21チーム
完走者　351名
　　　　21チーム

１　位 鈴　鹿　将　樹 （新居浜市） 2：03′41″
２　位 森　野　陽　二 （松山市） 2：06′03″
３　位 村　上　　　睦 （西条市） 2：10′55″

女性１位 佐々木　優　子 （岡山県） 2：20′33″
リレーの部１位 日本食研トップアスリートチーム 2：06′22″

１　位 須　藤　和　男 （今治市） 1：58′35″
２　位 鈴　鹿　将　樹 （新居浜市） 2：02′20″
３　位 森　野　陽　二 （伊予市） 2：04′17″

女性１位 佐々木　優　子 （岡山県） 2：18′31″
リレーの部１位 新 ・ 田 舎 人 2：11′20″

１　位 森　下　泰　秀 （三重県） 2：04′09″
２　位 児　玉　誠　治 （今治市） 2：06′17″
３　位 三　宅　真　一 （香川県） 2：23′22″

女性１位 須　藤　雪　絵 （今治市） 2：12′23″
リレーの部１位 新 ・ 田 舎 人 2：11′20″

１　位 児　玉　誠　治 （今治市） 2：07′27″
２　位 三　宅　真　一 （香川県） 2：07′59″
３　位 鈴　木　正　美 （松山市） 2：11′12″

女性１位 植　田　真由美 （松山市） 2：30′40″
リレーの部１位 トライアングル 2：06′36″

１　位 須　藤　和　男 （今治市） 1：59′39″
２　位 鈴　鹿　将　樹 （新居浜市） 2：07′37″
３　位 三　宅　真　一 （香川県） 2：07′47″

女性１位 須　藤　雪　絵 （今治市） 2：18′14″

１　位 高　濱　邦　晃 （今治市） 1：57′45″
２　位 岩　井　信　二 （今治市） 2：02′50″
３　位 秦　　　陽一郎 （大分県） 2：05′40″

女性１位 鈴　木　　　緑 （四国中央市） 2：24′09″
リレーの部１位 新 ・ 田 舎 人 2：12′45″

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回
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2006.8.27

2007.8.26

2008.8.24

2009.8.23

2010.8.22

2011.8.21

2012.8.19

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

参加者　401名（内女性55名）
完走者　390名

参加者　418名（内女性58名）
完走者　395名

参加者　417名（内女性52名）
完走者　404名

参加者　428名（内女性53名）
完走者　414名

参加者　470名（内女性56名）
完走者　448名

参加者　491名（内女性66名）
完走者　472名

参加者　463名（内女性67名）
完走者　443名（内女性61名）

１　位 佐　藤　治　伸 （今治市） 1：59′49″
２　位 岩　井　信　二 （今治市） 2：00′55″
３　位 鈴　鹿　将　樹 （新居浜市） 2：05′40″

女性１位 須　藤　雪　絵 （今治市） 2：15′59″

１　位 平　松　幸　紘 （今治市） 2：02′43″
２　位 岩　井　信　二 （今治市） 2：03′42″
３　位 鈴　鹿　将　樹 （新居浜市） 2：09′42″

女性１位 大　澤　真　子 （松山市） 2：34′24″

１　位 佐　藤　治　伸 （今治市） 1：57′46″
２　位 岩　井　信　二 （今治市） 1：57′58″
３　位 秦　　　陽一郎 （大分県） 2：05′02″

女性１位 須　藤　雪　絵 （今治市） 2：25′15″

１　位 秦　　　陽一郎 （大分県） 2：04′40″
２　位 岩　井　信　二 （宇和島市） 2：06′17″
３　位 鈴　鹿　将　樹 （新居浜市） 2：06′28″

女性１位 大　塚　あかり （松山市） 2：27′57″

１　位 秦　　　陽一郎 （大分県） 2：03′57″
２　位 鈴　鹿　将　樹 （新居浜市） 2：06′05″
３　位 三　宅　真　一 （香川県） 2：09′58″

女性１位 田　中　洋　子 （神奈川県） 2：30′29″

１　位 平　松　幸　紘 （今治市） 2：01′52″
２　位 岩　井　信　二 （宇和島市） 2：02′47″
３　位 三　宅　真　一 （香川県） 2：07′22″

女性１位 川　島　え　り （今治市） 2：17′28″

１　位 鈴　鹿　将　樹 （新居浜市） 2：06′50″
２　位 鎌　田　鉄　也 （伊予市） 2：08′19″
３　位 山　先　弘　晃 （伊予市） 2：10′15″

女性１位 細　川　江梨子 （松山市） 2：21′11″

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回
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2013.8.25

2014.8.24

2015.8.23

2016.8.21

2017.8.27

2018.8.26

ビーチラン（0.15km）〜バイク（20.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

参加者　444名（内女性60名）
完走者　442名（内女性59名）

参加者　436名（内女性49名）
完走者　405名（内女性36名）

参加者　494名（内女性62名）
完走者　474名（内女性54名）

参加者　438名（内女性54名）
完走者　410名（内女性49名）

参加者　389名（内女性45名）
完走者　374名（内女性41名）

参加者　331名（内女性39名）
完走者　309名（内女性35名）

１　位 栗　原　　　峻 （松山市） 1：11′23″
２　位 三　宅　真　一 （香川県） 1：11′33″
３　位 秦　　　陽一郎 （大分県） 1：12′05″

女性１位 斉　藤　佳　余 （滋賀県） 1：23′58″

１　位 秦　　　陽一郎 （大分県） 2：06′43″
２　位 渡　邉　浩　司 （松山市） 2：07′26″
３　位 鈴　鹿　将　樹 （西条市） 2：09′20″

女性１位 田　中　洋　子 （神奈川県） 2：39′47″

１　位 秦　　　陽一郎 （大分県） 2：05′59″
２　位 渡　邉　浩　司 （松山市） 2：06′43″
３　位 三　宅　真　一 （香川県） 2：09′10″

女性１位 田　中　洋　子 （神奈川県） 2：39′03″
リレーの部１位 えひめえにしんぐご～ず 2：09′32″

１　位 渡　邉　浩　司 （松山市） 2：06′16″
２　位 秦　　　陽一郎 （大分県） 2：07′47″
３　位 鈴　鹿　将　樹 （西条市） 2：16′37″

女性１位 田　中　洋　子 （神奈川県） 2：39′27″

１　位 秦　　　陽一郎 （大分県） 2：07′35″
２　位 渡　邉　浩　司 （松山市） 2：08′50″
３　位 開　　　健　太 （西条市） 2：11′15″

女性１位 安　藤　朋　恵 （香川県） 2：36′16″

１　位 山　先　弘　晃 （伊予市） 2：09′20″
２　位 鈴　鹿　将　樹 （西条市） 2：09′45″
３　位 秦　　　陽一郎 （大分県） 2：10′52″

女性１位 安　藤　朋　恵 （香川県） 2：31′02″

第28回

第29回

第30回

第31回

第32回

第33回
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2019.8.25

2023.8.27

2024.8.25

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

参加者　348名（内女性41名）
完走者　330名（内女性38名）

参加者　281名（内女性18名）
完走者　249名（内女性13名）

参加者　300名（内女性40名）
完走者　261名（内女性34名）

１　位 田　中　寛　記 （松山市） 2：05′55″
２　位 開　　　健　太 （西条市） 2：07′42″
３　位 山　先　弘　晃 （伊予市） 2：08′49″

女性１位 小　原　希　美 （松山市） 2：31′38″

１　位 亀　岡　貴　史 （伊予市） 2：07′46″
２　位 田　中　寛　記 （松山市） 2：11′29″
３　位 中　原　理　行 （松山市） 2：13′49″

女性１位 吉　村　真　子 （松山市） 2：52′43″

１　位 亀　岡　貴　史 （伊予市） 2：09′47″
２　位 中　原　理　行 （松山市） 2：11′26″
３　位 堀　川　貴　史 （宇和島市） 2：15′37″

女性１位 安　田　美　里 （松山市） 2：33′40″

第34回

第35回

第36回
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スイム（1.5km）〜バイク（40.0km）〜ラン（10.0km）

一般の部　参加者　356名（内女性36名）
　　　　　完走者　311名（内女性30名）

リレーの部　参加者　13組
　　　　　　完走者　13組

第37回大会　表彰者一覧
2025（R7）.８.24

男子18歳～29歳の部
順位 氏　名 住　所 レースNo. 総合タイム
1 中西　亮介 松山市 32 2:22:58
2 千葉　聡理 松山市 66 2:25:41
3 高村倫太朗 松山市 303 2:39:49

男子30歳～39歳の部
順位 氏　名 住　所 レースNo. 総合タイム
1 嶋村健太郎 松山市 40 2:18:31
2 八山　雅幸 岡山県 46 2:21:38
3 加納　侑士 福岡県 38 2:26:17

男子40歳～49歳の部
順位 氏　名 住　所 レースNo. 総合タイム
1 田中　寛記 松山市 5 2:15:56
2 古茂田修一 松山市 6 2:27:22
3 中田　博之 松山市 48 2:28:47

男子50歳～59歳の部
順位 氏　名 住　所 レースNo. 総合タイム
1 渡邉　浩司 松山市 3 2:21:22
2 三浦　義文 松山市 14 2:27:31
3 中野　　徹 大阪府 37 2:29:39

男子60歳～69歳の部
順位 氏　名 住　所 レースNo. 総合タイム
1 鈴木　正美 松山市 206 2:30:32
2 平磯　正吏 伊予郡松前町 60 2:39:32
3 清家　信彦 西予市 203 2:44:08

男性70歳以上の部
順位 氏　名 住　所 レースNo. 総合タイム
1 河井　　凡 岡山県 226 2:51:43
2 岡　　正文 香川県 213 3:16:06
3 小糸　　光 松山市 289 3:16:13

リレーの部
順位 チーム名 レースNo. 総合タイム
1 GETSLEIトライアスロンクラブ 806 2:22:24
2 TTA 811 2:31:06
3 愛媛大学トライアスロン部 808 2:33:10

女子18歳～29歳の部
順位 氏　名 住　所 レースNo. 総合タイム
1 中田　天那 松山市 703 3:06:31

※エントリー少数のため１位のみ

女子30歳～39歳の部
※エントリー者が全員タイムオーバーのため該当者なし

女子40歳～49歳の部
順位 氏　名 住　所 レースNo. 総合タイム
1 森川　美江 松山市 720 2:56:40
2 西川　麻衣 宇和島市 714 3:04:06
3 脇本　久美 松山市 721 3:05:28

女子50歳～59歳の部
順位 氏　名 住　所 レースNo. 総合タイム
1 村上ゆう子 松山市 723 2:55:58
2 小野　　恵 西予市 722 3:11:46
3 濱田　陽子 滋賀県 730 3:19:20

女性60歳～69歳の部
順位 氏　名 住　所 レースNo. 総合タイム
1 恵良奈緒美 山口県 727 3:16:08

※エントリー少数のため１位のみ

総合表彰

1位　竹川　　博　2:08:01
No.９　佐賀県	

1位　安田　美里　2:30:57
No.701　松山市

2位　亀岡　貴史　2:08:29
No.12　伊予市

2位　大西恵美子　2:47:24
No.710　松山市

3位　中原　理行　2:14:26
No.７　松山市

3位　片山　真梨　2:52:43
No.707　山口県

男　子 女　子

年代別表彰



出 場 選 手出 場 選 手
第１ウェーブ 男子99名　白色キャップ　10時30分スタート

レースNo. 氏　名 性別 都道府県 所　属
1 渡邉　浩司 男 松山市
2 武内　教幸 男 香川県 トライアスロンショップDEMOTO
3 須山　浩光 男 松山市
4 宮内　翔太 男 広島県 広島大学トライアスロン部
5 岡田　俊介 男 広島県 広島大学
6 田中　寛記 男 松山市
7 古茂田修一 男 松山市
8 中原　理行 男 松山市
9 和田俊一郎 男 松山市 OSYC
10 大西　卓哉 男 松山市 NTTマーケティングアクトProcx
11 白石　卓司 男 松山市 石井体協
12 奥田　智宏 男 松山市
13 三浦　義文 男 松山市
14 鈴鹿　将樹 男 西条市
15 中西　亮介 男 松山市
16 難波江奎太 男 東温市
17 浅木　太一 男 松山市 愛媛県庁遊走会
18 伊藤　允人 男 西条市
19 吉川　匡希 男 八幡浜市 市立大洲病院
20 佐伯　龍亮 男 西条市
21 青野　　力 男 新居浜市 青野海運株式会社
22 大西　祥一 男 四国中央市
23 中野　　徹 男 大阪府 チームAST
24 𠮷原　隆盛 男 松山市 有料老人ホーム
25 大上　一人 男 千葉県 JTRC千葉
26 三好　春樹 男 宇和島市
27 八田航太朗 男 松山市 愛媛大学トライアスロン部
28 可部　雄大 男 東温市
29 小倉　　凌 男 松山市 ㈱小倉精工社
30 仁木　達大 男 香川県
31 石川　　晃 男 松山市
32 大亀　裕貴 男 松山市 株式会社ダイキアクシス
33 ミヤザキ ジュン 男 香川県 今治造船
34 久保　由紀 男 西宇和郡伊方町 あわしま堂
35 塩谷　浩司 男 香川県 トライアスロンチームDEMOTO
36 岡　　大和 男 香川県 チームDEMOTO
37 八山　雅幸 男 岡山県
38 嶋村健太郎 男 松山市 杉山輪業
39 森田　敬博 男 伊予市 伊予消防等事務組合砥部消防署
40 大本　和樹 男 松山市 ㈱エヌ・ピー・シー
41 越智　勇貴 男 松山市 OT隊協
42 三木　勝之 男 香川県 チームDEMOTO
43 陶山　昌宏 男 松山市 ぎょギョ魚学校
44 福永　勝彦 男 徳島県
45 高橋　　仁 男 四国中央市 四国中央トライアスロン倶楽部
46 白石　和仁 男 今治市 済生会今治病院
47 鈴木　正美 男 松山市
48 山﨑　史靖 男 松山市 愛媛大学トライアスロン部
49 木村　哉太 男 今治市 新来島どっく
50 海田　奨吾 男 伊予市 松山市立椿小学校

レースNo. 氏　名 性別 都道府県 所　属
51 大和　洋介 男 松山市 松山YEGアスリートクラブ
52 山路健一郎 男 松山市 ㈲山路不動産
53 中田　博之 男 松山市 株式会社サナス
54 窪田　俊介 男 松山市 team gent
55 澤田　義之 男 伊予郡松前町
56 大串　嘉文 男 松山市
57 松浦　英樹 男 松山市 松山市立雄新中学校
58 野本　哲郎 男 松山市 ITC
59 寺尾　有貴 男 四国中央市 達磨倶楽部
60 村井　啓一 男 松山市 松山大学アスリートクラブ
61 東　　達也 男 松山市 松山家庭裁判所
62 堀　　弘和 男 松山市
63 梶居　佑真 男 松山市 愛媛大学トライアスロン部
64 川端　大貴 男 松山市 松山大学
65 三好　和喜 男 西予市
66 石丸　　遼 男 山口県
67 山本　峻志 男 大分県 伊予銀行
68 大塚　　学 男 松山市
69 宇高　裕喜 男 岡山県
70 岡村　涼平 男 岡山県 鶴見製作所
71 仲本　純平 男 東京都
72 村上　恒二 男 松山市 福角の里
73 小野　孝一 男 兵庫県
74 白石　尚寛 男 新居浜市
75 Chan Chihhsiang 男 広島県
76 中野　泰誠 男 松山市 愛媛県議会
77 小栗　健二 男 愛知県 突撃与論献奉隊
78 潮見　友章 男 西条市 株式会社きもの潮見
79 大嶋　純平 男 香川県
80 細川　　洋 男 松山市
81 古川たくや 男 新居浜市 新居浜市
82 松本　泰明 男 松山市 ㈱LIXILトータルサービス
83 木村　　稔 男 伊予郡砥部町
84 鷲辺　隆宏 男 香川県 チーム DEMOTO
85 野間　博之 男 松山市 株式会社 城西
86 安田　朋広 男 広島県
87 矢野　　寿 男 大洲市
88 石崎　成幸 男 今治市 今治アスリート
89 曽我部　浩 男 今治市
90 古薮　尚大 男 松山市 あいおいニッセイ同和損保
91 河原　成紀 男 松山市
92 森　　久展 男 松山市
93 入船　和徳 男 愛知県
94 大橋　正和 男 西条市
95 吉田　克也 男 大阪府 チームエルモす
96 瀧口　直隆 男 伊予市 たきぐち歯科
97 武岡　康則 男 徳島県 土地家屋調査士.行政書士
98 桐野　忠郎 男 松山市
99 坂本　博法 男 松山市
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TRIATHLON in NAKAJIMA 2026

第２ウェーブ 男子99名　黄色キャップ　10時32分スタート

レースNo. 氏　名 性別 都道府県 所　属
201 山内　裕正 男 新居浜市
202 渡部　和樹 男 松山市 朝日建設㈱
203 清家　信彦 男 西予市宇和町 西予アスリート
204 片山　文彦 男 西予市
205 濱岡　　浩 男 松山市 基礎地盤コンサルタンツ株式会社
206 水口　　洋 男 東温市
207 松本　真也 男 松山市
208 岡　　正文 男 香川県 チームDAMOTO
209 安田　誠市 男 西予市 宇和大陽モータース
210 髙須賀　淳 男 松山市
211 福本　啓介 男 松山市
212 久保　智嗣 男 松山市 エニシングゴーズ
213 須山　幸治 男 香川県 DEMOTO
214 佐藤　伸一 男 愛知県
215 松本　　悟 男 松山市
216 岡田　健司 男 西条市 シモハナ物流
217 中村聡一郎 男 西条市
218 川口　寛之 男 松山市
219 末広　　豊 男 松山市 支援センター安寿荘
220 山崎　浩平 男 松山市 伊予銀行
221 髙山　義喜 男 松山市
222 北條　博崇 男 香川県 チームDEMOTO
223 田中　義雄 男 松山市 ㈱新来島どっく
224 灘波　博司 男 香川県 NHD株
225 河井　　凡 男 岡山県
226 工藤　　剛 男 新居浜市
227 伊藤　龍一 男 松山市 テレビ愛媛
228 矢野　剛成 男 松山市
229 米澤　知志 男 高知県
230 稲田　優也 男 東温市
231 矢野　貴洋 男 今治市
232 日野　暁登 男 伊予郡松前町 YEGアスリートクラブ
233 渡辺　　満 男 宇和島市
234 久保田将史 男 松山市
235 鈴木　章生 男 松山市
236 白石　　龍 男 京都府
237 福西　昌明 男 伊予郡砥部町 伊予ヶ丘
238 山田　慎悟 男 神奈川県
239 大森　貴允 男 松山市 松山リハビリテーション病院
240 玉井　倫広 男 松山市
241 清水　雄矢 男 松山市 清水果樹園
242 善家　智史 男 北宇和郡鬼北町
243 野久保八代 男 松山市 愛媛大学病院
244 窪内　　進 男 高知県 Speed sters
245 中川　和則 男 松山市 正夢
246 藤倉　和生 男 松山市
247 神田　貴史 男 松山市 税理士法人烏谷税務研究センター
248 長岡　広城 男 松山市 松山YEGアスリートクラブ
249 篠山　英治 男 伊予市 松山聖陵高等学校
250 山本　浩司 男 松山市 松山市役所

レースNo. 氏　名 性別 都道府県 所　属
251 清家　一男 男 鬼北町 鬼北体協
252 武内　義明 男 松山市 松山YEGアスリートクラブ
253 太田　敏成 男 松山市
254 川田　真人 男 松山市 タイヤ館松山56
255 東岡　芳幸 男 福岡県 ㈱エンジン
256 豊田　篤志 男 高知県 無垢倶楽部
257 門田　　太 男 松山市
258 谷川　泰一 男 東温市
259 毛利雄一朗 男 松山市
260 福島　誠司 男 広島県
261 國本　　歩 男 広島県 広島鉄人会
262 杉橋　英治 男 松山市 IBS
263 山本　修三 男 東温市 松山市西消防署
264 矢野　　明 男 松山市 ミストラル
265 渡部　訓久 男 東京都 東京ベルディ
266 尾上　勝己 男 大阪府 チームエルモす
267 栗林　禄郎 男 松山市 ITC
268 林　　達也 男 東温市
269 松森　浩志 男 喜多郡内子町 旭警備保障株式会社
270 高須賀英樹 男 松山市
271 守屋　啓吾 男 岡山県 ももルル
272 菅　　徹夫 男 伊予市
273 犬飼　義之 男 宇和島市 イヌガイ・ライダーズ
274 佐伯　洋一 男 松山市
275 由本　　新 男 松山市
276 星川　君夫 男 四国中央市
277 大西　和久 男 伊予郡松前町
278 小宮　　良 男 松山市 会社員
279 遠藤敬二郎 男 松山市 松山市役所
280 田坂　　護 男 松山市
281 石丸　元彦 男 松山市 光洋台デンタルクリニック
282 竹内　伸明 男 松山市 三浦工業
283 林　　末弘 男 松山市 松前体協所属陸上部
284 石川　　剛 男 四国中央市 エリエールSC
285 小糸　　光 男 松山市 興居島診療所
286 板坂　章典 男 松山市
287 今　雄二朗 男 松山市 ネバリスト
288 溝渕　雅春 男 香川県
289 西村　幸保 男 松山市 松山大学教職員
290 林　　　忍 男 広島県
291 一色　直樹 男 松山市
292 三好　雅雄 男 西予市 JA東宇和
293 仲矢　文和 男 松山市 高浜体協
294 寺戸瞭太郎 男 松山市 愛媛大学トライアスロン部
295 辻原　　凌 男 松山市
296 杉原　稜平 男 松山市 株式会社エビス
297 青野　流誠 男 西条市
298 竹内　健一 男 松山市
299 江口　雅志 男 松山市
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出 場 選 手出 場 選 手
第３ウェーブ 男子99名　青色キャップ　10時34分スタート

レースNo. 氏　名 性別 都道府県 所　属
301 清野　恭平 男 徳島県
302 音羽　　尚 男 松山市 松山YEGアスリートクラブ
303 岩﨑　地典 男 松山市 松山記念病院
304 神野　貴紀 男 今治市
305 小川日出夫 男 松山市 愛媛県立中央病院
306 俊野　芳明 男 松山市 下堂印
307 石川　友計 男 香川県 チームDEMOTO
308 杉野　　淳 男 松山市 愛媛県警察
309 大井　崇行 男 松山市
310 兼岡　　敬 男 松山市
311 西本　勘司 男 松山市
312 河窪　哲也 男 松山市
313 山本　佳宏 男 松山市 合同会社味げんやまもと
314 高木　信剛 男 香川県
315 辻中　健史 男 西条市 西条市役所
316 門田　　篤 男 松山市 T-ENTRY
317 住田　信幸 男 松山市 高縄幼稚園
318 吉野　一弘 男 松山市 あき整形外科リハビリテーションクリニック
319 児玉　浩仁 男 松山市 タンデム自転車NONちゃん倶楽部
320 小谷　康浩 男 松山市
321 竹之内　宏 男 新居浜市 住友金属鉱山
322 南條　弘幸 男 西条市 トライアスロン一年生
323 和田　俊樹 男 松山市 北中
324 二川　英明 男 西条市 ルネサス西条
325 徳毛　浩一 男 今治市 日本食研製造
326 藤井　康博 男 香川県 香川県信用組合
327 尾藤　幸治 男 四国中央市
328 妻鳥　圭志 男 新居浜市
329 田頭　　修 男 高知県
330 藤井　秀治 男 伊予郡松前町
331 田窪　　剛 男 松山市 チームタクリン
332 村尾　博行 男 四国中央市 株式会社 シゲタ
333 村上　　茂 男 香川県 シモハナ物流　善走会
334 名和手　哲 男 大阪府 チームエルモす
335 最上　　博 男 松山市
336 沖村　政則 男 東京都
337 福島　竜也 男 西条市 ビジュアルイメージング株式会社
338 佐々木治光 男 大分県 太陽石油販売㈱臼杵給油所
339 藤井　恒成 男 伊予市 グリーンモーター
340 新居　秋人 男 東京都
341 吉本　陽仁 男 伊予郡松前町 社会福祉法人みかん
342 本田　丈征 男 松山市 松山市役所
343 古殿　一樹 男 群馬県 国際医療福祉大学成田病院
344 藤　　健次 男 松山市
345 渡辺　一樹 男 宇和島市
346 谷本　善行 男 伊予郡松前町
347 井上　和人 男 松山市
348 荻山　浩平 男 松山市
349 尾関　雅司 男 東京都
350 西原　　真 男 松山市

レースNo. 氏　名 性別 都道府県 所　属
351 山田　和也 男 松山市
352 米山　正樹 男 神奈川県
353 林　哲太郎 男 松山市 松山赤十字病院
354 白石　雅人 男 京都府 TeamIRD
355 丸山　弘幸 男 松山市 松山電設工業
356 古本　伸志 男 松山市
357 越智　健二 男 西条市 B-shop OCHI株式会社
358 段原　一志 男 香川県 高松産廃
359 三好　良一 男 伊予市 港南歯科トライアスロン部
360 山本　真也 男 宇和島市 南レク株式会社
361 吉田　柚月 男 松山市 愛媛大学
362 尾花　俊鳳 男 松山市
363 藤井　将輝 男 松山市
364 大前　龍太 男 西条市 B-shop OCHI
365 岡本　海都 男 伊予市
366 児玉　優太 男 松山市
367 西原　　均 男 松山市
368 石岡　　亮 男 松山市 石岡歯科医院
369 茅原　一斗 男 松山市 JTU愛媛
370 渡部　俊行 男 今治市 新来島どっく
371 牛田　光一 男 熊本県
372 渡部　雅也 男 松山市
373 林　　泰男 男 松山市
374 小林　　豊 男 群馬県 小林牧場
375 藤本　勝宏 男 島根県
376 竹中　靖明 男 松山市 チームタケナカ
377 栗田　忠行 男 伊予市
378 今井　広二 男 松山市
379 大坂　敬一 男 西条市
380 五十﨑義将 男 東京都 東京海上アセットマネジメント株式会社
381 福岡　知紀 男 香川県 チームDEMOTO
382 武知　優天 男 伊予市 愛媛大学
383 浦田　彪我 男 松山市 道後温泉病院
384 大野　公輝 男 松山市 松山市立久米小学校
385 白石　　亮 男 松山市
386 友石　泰生 男 松山市 城北タクシー
387 井上　貴志 男 松山市
388 郷田　善亮 男 松山市 北さや眼科
389 久保　和昭 男 伊予市 桂木建設
390 鈴木　宏治 男 新居浜市 桑原運輸株式会社
391 奥家　敬史 男 松山市 株式会社 イナミコーポレーション
392 池田　靖智 男 松山市 ㈱三真
393 坂東　啓司 男 松山市
394 大内　崇嗣 男 四国中央市
395 加藤　史峻 男 北宇和郡松野町
396 井手　直道 男 松山市 ULTRAMAN
397 長尾　　峻 男 新居浜市
398 菅原　　啓 男 松山市 菅原歯科医院
399 二神　英彰 男 松山市 えひめえにしんぐごーず
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TRIATHLON in NAKAJIMA 2026

第４ウェーブ 男子11名　緑色キャップ／女子44名　ピンクキャップ　10時36分スタート

レースNo. 氏　名 性別 都道府県 所　属
401 浅井　裕史 男 西予市
402 佐々木一明 男 八幡浜市
403 吉田　知弘 男 西条市 大屋
404 原田　俊秀 男 松山市
405 LEE SANG DAL 男 韓国 平澤市トライアスロン協会
406 HAN SEOG CHEOL 男 韓国 平澤市トライアスロン協会
407 LEE KI WOO 男 韓国 平澤市トライアスロン協会
408 LEE CHUNG HWAN 男 韓国 平澤市トライアスロン協会
409 KIM GYOUNG HWAN 男 韓国 平澤市トライアスロン協会
410 LEE CHI HOON 男 韓国 平澤市トライアスロン協会
411 SIM YOUN SUB 男 韓国 平澤市トライアスロン協会
701 安田　美里 女 松山市
702 松木美佐子 女 今治市
703 日野　　颯 女 東温市 株式会社SF.
704 松野　礼那 女 香川県
705 熊野　みき 女 東温市
706 竹中　由香 女 松山市 チームタケナカ
707 寺尾　麻衣 女 四国中央市
708 山本　志織 女 松山市 51.5Go!!
709 矢野　幸恵 女 今治市
710 曽祢　陽子 女 松山市
711 鍛治みな子 女 香川県
712 毛利　千里 女 今治市 今治アスリートクラブ
713 片山　真梨 女 山口県
714 中田　天那 女 松山市 愛媛大学トライアスロン部
715 泉田　南月 女 香川県
716 森川　美江 女 松山市
717 脇本　久美 女 松山市
718 渡部　　香 女 松山市
719 青野和香子 女 新居浜市 ZERO WAVE
720 玉井　里美 女 東温市 株式会社アミックインターナショナル
721 桐野　　華 女 松山市
722 土井千絵美 女 新居浜市 株式会社マルヤス
723 小野　　恵 女 西予市
724 村上ゆう子 女 松山市
725 古田やよい 女 松山市
726 田中　絵里 女 西条市
727 門脇　信子 女 松山市 カルスポクラブ
728 恵良奈緒美 女 山口県 TRIYAMA
729 菊池貴美香 女 伊予市
730 末光　浩美 女 松山市 B&G海洋センター
731 渡部花都美 女 松山市 垣本商事㈱
732 武井　節子 女 松山市 愛媛えにしんぐごーず
733 山中ひとみ 女 松山市
734 生嶋　芽依 女 香川県 テームDEMOTO
735 徳岡　佳蓮 女 新居浜市
736 越智　秀世 女 松山市
737 池岡佳奈子 女 松山市
738 大野由美子 女 松山市
739 大上　圭子 女 千葉県 JTRC

レースNo. 氏　名 性別 都道府県 所　属
740 栗田　薫子 女 伊予市
741 米子　真理 女 松山市
742 長谷川裕子 女 松山市
743 岩本美智子 女 高知県 福祉ショップハートフル事業所
744 渡部　浩江 女 西条市丹原町
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出 場 選 手出 場 選 手
赤色キャップ　※リレーの部は第４ウェーブでスタートですリレーの部

レースNo. 氏　名 性別 都道府県 チーム名 備考

801

粟根　聖次 男 松山市 二輪倶楽部、ファイヤー! ①スイム

矢野　孝之 男 松山市 二輪倶楽部、ファイヤー! ②バイク

粟根　二葉 女 松山市 二輪倶楽部、ファイヤー! ③ラン　

802

村上　二郎 男 松山市 チーム顔晴れ ①スイム

小立　美緒 女 八幡浜市 チーム顔晴れ ②バイク

岡田　栞那 女 岡山県 チーム顔晴れ ③ラン　

803

渡部　陽子 女 松山市 エヒメハッピーガールズレーシングチーム ①スイム

高石　智子 女 松山市 エヒメハッピーガールズレーシングチーム ②バイク

平林ゆかり 女 伊予市 エヒメハッピーガールズレーシングチーム ③ラン　

804

河野　博志 男 愛知県 小三元 ①スイム

井口　雄貴 男 広島県 小三元 ②バイク

中里　木京 男 広島県 小三元 ③ラン　

805

石川　裕太 男 四国中央市 オーシャンズ ①スイム

古谷　俊典 男 松山市 オーシャンズ ②バイク

松村　一輝 男 今治市 オーシャンズ ③ラン　

806

稲田　衣吹 男 東温市 アイスキューブ ①スイム

稲田　健治 男 松山市 アイスキューブ ②バイク

稲田　一輝 男 松山市 アイスキューブ ③ラン　

807

今井　大介 男 西条市 青野海運Team BLUE ATOMIX ①スイム

田村　吉朗 男 四国中央市 青野海運Team BLUE ATOMIX ②バイク

伊藤　譲司 男 西条市 青野海運Team BLUE ATOMIX ③ラン　

808

小池　貴裕 男 東京都 えひめらぶちゃんズ ①スイム

小田　竜一 男 松山市 えひめらぶちゃんズ ②バイク

今西　開志 男 京都府 えひめらぶちゃんズ ③ラン　

809

小野　伶王 男 松山市 たまたま猿ゴリラ ①スイム

森下　一希 男 松山市 たまたま猿ゴリラ ②バイク

片桐佳万智 男 松山市 たまたま猿ゴリラ ③ラン　

810

宇都宮栄一 男 宇和島市 愛媛県職員トライの会 ①スイム

吉井　佑治 男 大洲市 愛媛県職員トライの会 ②バイク

河野　力樹 男 伊予郡松前町 愛媛県職員トライの会 ③ラン　

811

森田　武尊 男 大洲市 愛媛トヨタ ①スイム

篠﨑　　優 男 西予市 愛媛トヨタ ②バイク

酒井　啓吾 男 松山市 愛媛トヨタ ③ラン　

812

石丸　哲平 男 松山市 チームB&G ①スイム

小立　和希 男 松山市 チームB&G ②バイク

隅川　　銀 男 松山市 チームB&G ③ラン　

813

田坂　　新 男 松山市 大好き中島 ①スイム

住田新太郎 男 松山市 大好き中島 ②バイク

廣田　好亮 男 松山市 大好き中島 ③ラン　

814

本部　功泰 男 松山市 愛大トライアスロン部４回生の意地 ①スイム

細川　健登 男 松山市 愛大トライアスロン部４回生の意地 ②バイク

高村倫太朗 男 松山市 愛大トライアスロン部４回生の意地 ③ラン　
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レースNo. 氏　名 性別 都道府県 チーム名 備考

815

三好　道宏 男 東温市 M&H&M友の会 ①スイム

梶原　宏美 女 東温市 M&H&M友の会 ②バイク

兵頭　美穂 女 東温市 M&H&M友の会 ③ラン　

816

山下　健志 男 松山市 竹村ストア ①スイム

山下　琥志 男 松山市 竹村ストア ②バイク

山下美智子 女 松山市 竹村ストア ③ラン　

817

松浦真希子 女 伊予郡砥部町 グリーンファーム ①スイム　

宮崎　拓巳 男 東温市 グリーンファーム ②バイク

小越　晶太 男 松山市 グリーンファーム ③ラン

818

菅　伊知郎 男 松山市 松山SSK ①スイム　

清家　義一 男 松山市 松山SSK ②バイク

曽我　珠々 女 松山市 松山SSK ③ラン

819

門田　彩加 女 松山市 チームエビス１ ①スイム

宇都宮甲輔 男 松山市 チームエビス１ ②バイク　

門田　純一 男 松山市 チームエビス１ ③ラン

820

野本　真行 男 松山市 チームエビス２ ①スイム

田窪裕一郎 男 松山市 チームエビス２ ②バイク

山下　　瞬 男 松山市 チームエビス２ ③ラン　

821

矢原　健吾 男 西条市 イナミ引越サービス　Aチーム ①スイム

稲見　政隆 男 西条市 イナミ引越サービス　Aチーム ②バイク

髙岡　航希 男 西条市 イナミ引越サービス　Aチーム ③ラン

822

西原　太郎 男 西条市 イナミ引越サービス　Bチーム ①スイム

義農　拓海 男 伊予郡砥部町 イナミ引越サービス　Bチーム ②バイク

藤井　崇史 男 西条市 イナミ引越サービス　Bチーム ③ラン
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●コース図

第29回 ジュニアアクアスロン大会要項
１．趣　旨　多くの子どもたちにトライア

スロンに興味を持っていただ
き、トライアスロンの普及や
将来のアスリートの育成を目
指すとともに、「トライアス
ロン中島大会」の活性化につ
なげることを目的として開催
する。

２．期　日　令和８年８月23日
	 AM９：30スタート
	 （トライアスロン中島大会と同日開催）

３．対　象　小学５・６年生

４．種　目　スイム＝150m　ラン＝1.5㎞
の２種目を一人の競技者が続
けて行う。（スイムについて
は、泳ぐことが原則ですが、
途中で休憩したり水中歩行で
も結構です。）

５．ランク
表　彰

　原則として学年、男女別とす
る。但し、参加者が少ない場
合はこのとおりではない。

６．参加賞　記念Tシャツ、スイムキャッ
プ、手さげバッグ

★
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㈰
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ほしふるテラス姫ヶ浜

シャワー

フィニッシュ

海の駅
★スイムスタート ランスタート

スイム 150ｍ
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第29回　ジュニアアクアスロン大会出場者

● 小学５年生　男子 ●
レースNo. 氏　　名 学 校 名

501 小笠原　裕　真 桑原

502 藤　岡　優　輝 三津浜

503 伊　藤　毅　哉 さくら

504 佐々木　　　今 鶴島

505 天　野　龍太郎 荏原

506 野　間　健　人 味生第二

507 小　川　陽　琉 潮見

508 窪　田　晃　介 湯築

509 菅　原　　　新 愛大附属

510 石　村　洸　人 南山崎

511 菊　池　陸　立 愛大附属

512 竹　中　共　生 愛大附属

513 藤　原　海　大 高浜

514 須　山　舜之亮 姫山

515 橋　口　洸　那 たちばな

● 小学５年生　女子 ●
レースNo. 氏　　名 学 校 名

551 岩　井　美結華 高浜

552 河　合　桃　佳 久枝

553 土　井　柚　花 中島

554 土　井　杏　珠 中島

555 富　永　　　悠 中島

● 小学６年生　男子 ●
レースNo. 氏　　名 学 校 名

601 小　立　龍　輝 中島

602 大　野　円　鳳 久枝

603 徳　永　健　如 南吉井

604 角　田　陸　斗 垣生

605 清　水　統　真 番城

606 濱　田　快　莉 宮前

607 吉　川　弘　哉 千丈

608 吉　岡　昴　輝 潮見

609 佐　竹　隼太朗 石井東

610 土　井　陽　翔 中島

611 岸　　　健次郎 久米

612 岸　　　康次郎 久米

613 古茂田　悠　人 石井北

614 濱　岡　一　太 石井東

615 大　澤　佳　輝 石井東

616 俊　野　富ノ介 たちばな

617 阿　部　博　範 久米

618 松　尾　優　作 石井東

619 衛　本　　　晄 番町

620 大　森　優太郎 東雲

● 小学６年生　女子 ●
レースNo. 氏　　名 学 校 名

651 福　井　暖　乃 栗林

652 川　口　愛　尋 粟井

653 田　中　優　妃 石井東

654 田　中　日茉莉 姫山

655 武　井　友　鈴 東雲



定 期 船 時 刻 表 ※高速船には自転車は乗り入れできません。
※高浜港、松山観光港では車・単車及び自転車の乗降はできません。

【松山→中島】  松山での車両の乗降は三津浜港のみ可能です。 【中島→松山】

※状況により、臨時便あり。

R7.2.1より高速船の便を一部運休しております。詳しくは中島汽船 ☎089-997-1221㈹ へお問い合わせください。

路　線　名 三津浜港発 高浜港発 大浦港着 神浦港着

東線フェリー

東線高速船

西線高速船

東線高速船

西線フェリー

東線フェリー

西線高速船

東線フェリー

東線高速船

西線高速船

東線フェリー

西線フェリー

東線高速船

西線高速船

東線高速船

東線フェリー

6：55

―　 

―　 

―　 

9：10

10：10

―　 

13：00

―　 

―　 

15：50

16：40

―　 

―　 

―　 

19：10

松山観光港

―　 

―　 

―　 

―　 

―　 

10：30

―　 

―　 

―　 

―　 

―　 

―　 

―　 

―　 

―　 

19：30

7：10

7：23

7：40

8：30

―　 

―　 

11：40

13：15

13：50

15：15

16：05

16：55

17：25

18：25

19：25

―　 

8：15

7：48

―　 

9：00

―　 

11：30

―　 

13：55

14：30

―　 

17：10
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東線フェリー

東線高速船

西線高速船

西線フェリー

東線高速船

東線フェリー

西線高速船
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東線高速船

西線高速船
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西線高速船

東線高速船

東線フェリー

東線高速船
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―　 

―　 

7：55

8：35

―　 
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12：25

―　 

14：10

―　 

―　 

17：05

17：30
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―　 

―　 

7：05
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9：11

―　 

―　 

13：11

―　 

15:39

16：47

―　 

―　 

―　 

―　 

7：15

7：30

8：38

8：20

9：45

9：36

12：21

13：04

13：36

15：20
̶　 

17：13

17：30

18：40

19:14

6：40

―　 

―　 

8：50

―　 

9：57

―　 

12：34

―　 

―　 

15：32

16：25

―　 

―　 

18：55

―　 

中島への交通ご案内図
東線
西線

●

●

●
●

●

●

●

●

★
メイン会場

中 島

二神島

怒和島津和地島

長師
グラウンド

神浦港

二神港

西中港
大浦港

睦月港

松山空港

柳井方面

呉
・
広
島
方
面

R19
6

R5
6

車両積載は
三津浜港のみ

野忽那港

元怒和港

津和地港

上怒和港

睦月島 野忽那島

松山観光港

高浜港

三津浜港

●

●

●

●

松山市駅

松山城

伊予鉄
高浜駅

JR四国松山駅

ＪＲ四国
三津浜駅JR

松 山 駅 大手町 高浜 高浜桟橋
大 浦 港

神 浦 港
松山市駅

徒歩5分 伊予鉄電車19分

伊予鉄電車約20分

松 山 県道松山港 R437 フェリー約75分

フェリー約40分
高速船約25分

フェリー約60分
高速船約30分

三 津 浜 港 大 浦 港

関西・中国方面からのご案内
広島

呉

柳井

高速船約60分
●

●

●

●

●

松山

香川

高　速　道　路

松山IC 徳島

高知

中島
●

フェリー約3時間

松山観光港

三 津 浜 港

広島・呉

柳　　井

◆ 中島への交通のご案内図 ◆
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この商品は２０歳以上の方の飲用を想定して開発しました。
＊インテージSRI+ ノンアルコール飲料市場 2016年1月～2025年12月 累計販売金額 7業態計（SM・CVS・酒DS・一般酒店・業務用酒店・DRUG・ホームセンター 計）

共　催

愛 媛 新 聞 社

南 海 放 送

テ レ ビ 愛 媛

愛 媛 C A T V

中 島 商 工 会

特定非営利活動法人 輝け中島
理 事 長　 笹野  英樹
事務局長　  池田  博通

〒791−4501
松山市中島大浦1534番地1
TEL･FAX：（089）997−0705
E-mail:kagayake17@car.ocn.ne.jp

〒791−8056　松山市別府町339番地1
株式会社 池田水道
代表取締役　池田  博通
TEL：（089）989−6440　FAX：（089）989−6441

〒791−4502　松山市小浜甲26-18
TEL：（089）997−0170　FAX：（089）997−0170
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後　援

愛 媛 県
愛 媛 県 教 育 委 員 会
松 山 市 議 会
愛 媛 県 離 島 振 興 協 議 会
中島地区まちづくり協議会
まつやま里島ツーリズム連絡協議会
Ｎ Ｈ Ｋ 松 山 放 送 局
あ い テ レ ビ

（公社）トライアスロンジャパン
（公財）愛媛県スポーツ振興事業団
（公財）愛媛県スポーツ協会
（公財）えひめ地域活力創造センター
（一社）愛媛県観光物産協会
（公財）松山観光コンベンション協会
（公財）松山市文化・スポーツ振興財団
（ 公 社 ） 松 山 青 年 会 議 所
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トライアスロン中島大会テーマソング
わ
が
心
の
中
島

作
詞
・
作
曲
／
雪
見
草

ア
レ
ン
ジ
・
演
奏
・
唄
／
ゆ
う
さ
ん

船
か
ら
降
り
て
迎
え
て
く
れ
る

　
　
穏
や
か
な
瀬
戸
の
潮
風

海
の
幸
に
舌
鼓

　
　
今
宵
は
み
ん
な
で
語
り
明
か
そ
う

姫
ヶ
浜
に
飛
び
込
ん
で

　
　
青
い
海
　
泳
ぎ
き
り

自
転
車
に
乗
り
換
え
て

　
　
西
の
吉
木
を
折
り
返
す

※
中
島
　
青
い
海
　
中
島

　
　
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
ん
で

中
島
　
青
い
空
　
中
島

　
　
心
の
ふ
る
さ
と

最
後
の
力
を
振
り
絞
り

　
　
走
り
ぬ
け
る
大
浦
港

心
に
響
く
み
ん
な
の
声
援

　
　
流
し
た
汗
だ
け
心
地
良
い

※
（
繰
り
返
し
）

中
島
　
ま
つ
や
ま
　
中
島

　
　
白
い
雲

中
島
　
ま
つ
や
ま
　
中
島

　
　
心
の
ふ
る
さ
と

愛媛観光有限会社はトライアスロン中島大会を応援しています。愛媛観光有限会社はトライアスロン中島大会を応援しています。
挑戦する力が地域を元気にする。挑戦する力が地域を元気にする。
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トライアスロン中島大会を応援します！

有限会社  北 開 発

選手の皆様のご活躍をお祈り致します。

主要事業内容：石油および石油化学製品の製造、加工および保管
生  産  品  目 ：石油ならびに石油化学製品

所　在　地　本　　社　松山市大可賀三丁目580番地
　　　　　　松山工場　松山市大可賀三丁目580番地
代　表　者　代表取締役社長　春井　啓克
資　本　金　1億円
従 業 員 数　150名
沿　　　革　昭和57年2月　会社設立
　　　　　　昭和57年4月　丸善松山石油株式会社から同社松山製油所を譲り受け営業開始
　　　　　　昭和61年4月　社名変更（旧丸善松山石油株式会社）

コスモ松山石油株式会社
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アスリート達の熱い夏！！ 

 中島建設㈱は 

トライアスロン中島大会を応援します。。 

START SWIM 

BIKE 

RUN 

GOAL 

TEL  089-997-1221
http://www.nakajimakisen.co.jp/中島汽船株式会社
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【中島郵便局】

「選手の皆さん！
中島の熱い夏に
チャレンジ！！
ファイト！！」
藤川　守局長

郵便局も応援します！『中島の最も熱い夏』！！

日本郵便株式会社は、全国津々浦々の郵便局と配達
網等、その機能と資源を最大限に活用して、地域の
ニーズにあったサービスを安全、確実、迅速に提供し、
人々の生活を生涯にわたって支援することで、触れ合
いあふれる豊かな暮らしの実現に貢献します。

「選手の皆さんが最高の笑顔でゴールで
きるよう祈っています。」　玉井勅則局長

【吉木郵便局】

私たちは廃棄物の再資源化を通じて循環型社会に貢献しています

代表取締役 田中健一

〒799-2652 松山市福角町甲1080番地1 TEL089-922-2102
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株株式式会会社社 福福田田組組 はは

トトラライイアアススロロンン中中島島大大会会をを応応援援ししまますす !!

選選手手のの皆皆様様 楽楽ししんんでで、、頑頑張張れれ !!!!
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ベネフィット・ワンは、選手の皆様のご健闘をお祈りします。

株式会社ベネフィット･ワン　https://corp.benefit-one.co.jp
■本社	 〒163-1037　東京都新宿区西新宿三丁目7番1号　新宿パークタワー37階
■松山BPOセンター	 〒790-0035　愛媛県松山市藤原2丁目8番8号
■サテライトオフィス	 愛南町/八幡浜市/久万高原町/内子町/上島町/宿毛市
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発　行　者　　トライアスロン中島大会実行委員会
発　　　行　　令和８年８月23日
企画・印刷　　岡田印刷株式会社

第38回 トライアスロン中島大会

松山市公式ホームページアドレス
https://www.city.matsuyama.ehime.jp






